
昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）（ ） 2025 年 4 月 25 日1 第 2285 号

神奈川県保険医協会会員数（4月18日現在）6,526名　医科：3,953名　歯科：2,573名

いい医療.com～神奈川県保険医協会ホームページ～ 

http://iiiryou.com/

　

以
前
、
坐
骨
神

経
痛
を
発
症
し
て

約
３
カ
月
間
ま
と

も
に
歩
け
な
く
な

っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
立
っ
て
い
て

も
座
っ
て
い
て
も

寝
て
い
て
も
痛
く
、
外
出
す
る

時
は
杖
が
無
け
れ
ば
歩
け
な
い

状
態
で
あ
っ
た
▼
そ
の
時
に
公

共
的
な
施
設
に
は
障
害
を
持
っ

た
人
へ
の
様
々
な
配
慮
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
に
な

っ
た
。
勿
論
、
健
常
な
状
態
の

時
に
も
当
然
目
に
入
っ
て
い
る

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
し
、
電
車

に
乗
れ
ば
優
先
席
が
あ
る
こ
と

も
当
た
り
前
の
よ
う
に
知
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
障
害
を
持
っ

た
者
の
身
に
な
っ
て
み
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。
人
に
対
す
る
思
い

や
り
の
目
を
持
っ
て
い
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
目
は
開
か
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
▼
Ｊ
Ｒ

を
利
用
す
る
時
を
例
に
挙
げ
る

と
、
特
定
の
優
先
席
を
降
り
た

所
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ

る
。
車
中
の
ト
イ
レ
の
隣
は
必

ず
優
先
席
に
な
っ
て
い
る
。
ホ

ー
ム
の
乗
車
位
置
表
示
に
も
優

先
表
示
が
あ
る
。
優
先
席
前
の

つ
り
革
は
長
く
な
っ
て
い
て
、

立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
時
に

掴
り
易
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
優
先
席
の
手
す
り
に
は
点

字
カ
バ
ー
が
巻
い
て
あ
る
。
ド

ア
の
足
元
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
配
慮
の
ほ
ん
の
一
部
だ
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
ち
ゃ
ん
と
見

え
て
い
れ
ば
、
ホ
ー
ム
に
並
ぶ

時
も
優
先
表
示
を
避
け
て
並
ん

だ
り
、
優
先
席
の
前
で
つ
り
革

を
利
用
し
て
立
っ
た
り
は
遠
慮

す
る
だ
ろ
う
▼
我
々
医
療
に
携

わ
っ
て
い
る
者
は
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
も
っ
と

も
っ
と
目
を
開
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
る
。

（
Ｔ
）
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自
由
診
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
闇

を
抉
る

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
合
法
化
、

促
進
ス
キ
ー
ム
創
設
を
批
判

社
会
保
障
費
の

「
高
齢
化
伸
び
」相
当
に
異
論
多
数

自
民
党
内
か
ら
も　

現
職
２
５
０
名
超
が
署
名

医
療
界
へ
警
鐘
鳴
ら
す

政
策
部
長
談
話

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

医
療
政
策
研
究
室
の
協
力
連
携
実
る

約
さ
せ
る
手
口
や
、
被
害
に
誠

実
に
向
き
合
わ
ず
、
逆
に
法
的

措
置
を
チ
ラ
つ
か
せ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
発
信
を
封
じ
、
係
争
を
回
避

す
る
手
法
な
ど
の
実
例
を
提

示
。
医
療
倫
理
放
棄
で
、
利
益

優
先
の
悪
辣
さ
を
白
日
の
下
に

晒
し
た
。

　

お
手
軽
整
形
、
プ
チ
整
形
や

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注
入
に
よ
る
ほ

う
れ
い
線
の
改
善
な
ど
、
著
名

人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
影
響
さ
れ

施
術
を
受
け
る
女
性
の
一
方
、

鼻
を
高
く
す
る
施
術
で
片
方
の

鼻
の
穴
が
塞
が
っ
て
満
足
に
呼

吸
が
で
き
な
い
例
、
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
の
注
入
で
感
染
し
顎
下
が

大
き
く
ボ
コ
ボ
コ
と
な
っ
た
例

等
、
後
を
絶
た
な
い
酷
い
被
害

や
後
遺
症
を
提
示
し
た
。

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
が
患
者

の
意
向
を
無
視
し
、
高
額
な
施

術
や
無
理
な
施
術
の
契
約
を
さ

せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
医
療

ロ
ー
ン
」
ま
で
組
ま
せ
る
実
態

や
、
被
害
者
へ
施
術
し
た
医
師

　

政
策
部
は
４
月
９
日
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
跋

扈
を
懸
念
／
医
療
法
改
定
の
部

分
修
正
・
慎
重
審
議
を
望
む
」

と
題
す
る
磯
崎
哲
男
部
長
談
話

を
発
表
、
日
医
は
じ
め
医
療
団

体
、
国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

に
送
付
し
た（
３
面
）
。
談
話
は
、

今
国
会
提
出
の
医
療
法
改
定
案

に
盛
り
込
ま
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
法
定
化
と
セ
ッ
ト
で
、

企
業
な
ど
が
設
置
・
営
業
す
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
」

の
法
的
創
設
は
、
こ
れ
ま
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
ビ
ジ
ネ
ス
」
（「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
＋
医
薬
品
提
供
・
配

送
」
を
骨
格
と
し
た
自
由
料
金

サ
ー
ビ
ス
）
を
合
法
化
す
る
ス

キ
ー
ム
で
あ
る
と
分
析
。
患
者

の
医
学
管
理
、
急
変
対
応
が
放

置
さ
れ
、
医
療
の
棄
損
を
助
長

し
、地
域
医
療
を
壊
す
と
批
判
。

商
法
で
頻
出
す
る
法
律
用
語
の

「
業
」
（
ぎ
ょ
う
）
が
初
め
て
医

療
法
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
こ
れ
は
、「
な
り
わ
い
」

で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
で
あ
る

と
危
険
性
を
警
鐘
、
４
月
３
日

に
審
議
入
り
を
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
法
案
の
部
分
修
正

と
慎
重
審
議
を
求
め
て
い
る
。

　

談
話
へ
は
日
医
元
役
員
、
県

医
師
会
役
員
、
医
療
制
度
研
究

会
、
民
医
連
、
弁
護
士
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
週
刊
東
洋
経
済
、
国

会
議
員
秘
書
、
保
団
連
、
埼
玉

協
会
な
ど
か
ら
反
響
が
あ
っ

た
。

は「
退
職
し
た
」
と
返
事
を
し
、

被
害
者
が
新
た
な
被
害
者
を
生

ま
な
い
よ
う
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

あ
げ
る
と
「
損
害
賠
償
１
千
２

０
０
万
円
」
と
法
的
措
置
を
示

し
た
内
容
証
明
郵
便
で
口
封

じ
、
と
卑
劣
な
手
口
も
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
ら
医
療
倫
理
放
棄
で
利

益
優
先
の
自
由
診
療
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
厚
労
省
の
指
導
が
入
ら
な

い
構
造
に
あ
る
こ
と
も
問
題
提

起
し
、
厚
労
官
僚
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
行
っ
て
い
る
。

再
生
医
療
の
盲
点
も

的
確
に
つ
く

　

ま
た
再
生
医
療
は
効
果
が
乏

し
く
と
も
国
の
関
与
の
下
で
実

施
さ
れ
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
高

額
な
実
施
に
誘
導
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
化
の
実
態
も
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　

こ
の
一
方
、
日
本
医
科
大
学

が
「
美
容
外
科
・
美
容
後
遺
症

外
来
」
を
開
き
、
保
険
診
療
で

被
害
者
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
、
日
本
再
生
医
療
学
会

が
ガ
バ
ナ
ン
ス
確
立
へ
動
き
出

し
た
こ
と
も
報
じ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
は
放
映
直
前

に
、
当
医
療
政
策
研
究
室
へ
お

礼
と
連
絡
が
入
っ
て
い
る
。

　

物
価
・
賃
金
の
上
昇
を
踏
ま

え
、
自
民
党
内
か
ら
多
数
、
対

応
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
、
社

会
保
障
関
係
費
を
「
高
齢
化
に

よ
る
増
加
分
に
相
当
す
る
伸
び

に
収
め
る
」
と
い
う
〝
目
安
対

応
〟を
疑
問
視
し
、
物
価
・
賃
金

の
上
昇
を
考
慮
し
た
診
療
報
酬

の
仕
組
み
を
求
め
る
声
も
あ
る
。

　

４
月
１
日
の
自
民
党
・
財
政

改
革
検
討
本
部
の
幹
部
会
で

は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
〝
目

安
対
応
〟
を
疑
問
視
す
る
意
見

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

翌
２
日
に
は
参
院
自
民
党
が

政
策
審
議
会
を
開
き
、
日
医
・

日
歯
・
日
薬
か
ら
意
見
を
聞
い

た
。
日
医
の
松
本
会
長
は
、
物

価
・
賃
金
の
上
昇
で
医
療
機
関

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
だ
と
説

明
。
前
年
度
よ
り
悪
化
し
た
６

病
院
団
体
の
２
０
２
４
年
度
診

療
報
酬
改
定
後
の
調
査
結
果
を

示
し
、「
病
院
は
い
つ
倒
産
し

て
も
お
か
し
く
な
い
深
刻
な
状

況
」
と
説
明
。
診
療
報
酬
で
は
他

産
業
並
み
の
賃
上
げ
に
追
い
付

け
ず
、
人
材
も
流
出
し
て
い
る

と
強
調
。
骨
太
方
針
２
０
２
５

で
の〝
目
安
対
応
〟廃
止
、物
価
・

賃
金
の
上
昇
に
対
応
で
き
る
診

療
報
酬
の
仕
組
み
を
求
め
た
。

１４
日
に
開
か
れ
た
自
民
党
・

社
会
保
障
制
度
調
査
会
で
は
、

厚
労
省
が
２４
年
度
の
病
院
・
診

療
所
の
経
常
利
益
率
の
推
計
結

果
を
提
示
。
病
院
の
み
を
運
営

す
る
医
療
法
人
の
最
頻
値
は
▲

１
・
０
～
０
・
０
％
、
無
床
診

療
所
の
み
を
運
営
す
る
医
療
法

人
は
▲
３
・
０
～
▲
２
・
０
％

だ
っ
た
。
同
会
会
長
の
田
村
憲

久
議
員
は
会
議
冒
頭
に
「
前
回

改
定
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な

い
」
と
し
、
骨
太
方
針
の
文
言

に
つ
い
て
議
論
し
た
い
と
挨

拶
。
会
議
後
の
記
者
団
取
材
で

は
「
か
な
り
経
営
が
厳
し
い
」

と
話
し
、
補
正
予
算
や
報
酬
改

定
で
の
対
応
が
必
要
と
し
た
。

会
議
で
も〝
目
安
対
応
〟に
見
直

し
を
求
め
る
意
見
が
あ
が
っ
た

も
よ
う
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

１６
日
に
は
自
民
党
・
医
療
政

策
研
究
会
が
物
価
・
賃
金
で
厳

し
い
状
況
に
あ
る
医
療
機
関
の

支
援
へ
、
消
費
税
等
の
増
収
分

を
経
営
支
援
や
賃
上
げ
に
充
て

る
よ
う
緊
急
要
望
を
ま
と
め

た
。
他
産
業
並
み
の
賃
上
げ
が

医
療
界
で
も
で
き
る
よ
う
診
療

報
酬
改
定
頻
度
の
検
討
や〝
目

安
対
応
〟に
言
及
。保
険
料
負
担

の
抑
制
等
を
前
提
に
「
物
価
・

賃
金
上
昇
を
公
定
価
格
等
へ
適

切
に
反
映
す
べ
き
」
と
し
た
。

　

更
に
、
自
見
は
な
こ
議
員
ら

参
院
自
民
党
の
有
志
は
、物
価
・

賃
金
上
昇
に
応
じ
て
診
療
報
酬

等
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
仕
組
み

を
求
め
る
緊
急
要
望
へ
、
署
名

活
動
を
進
め
て
い
る
。
署
名
に

は
衆
参
現
職
議
員
２
５
０
名
以

上
が
賛
同
。
特
設
ペ
ー
ジ
に
は

〝
目
安
対
応
〟を
変
え
ね
ば
な
ら

な
い
旨
を
記
載
し
、
１８
日
に
は

日
医
・
日
歯
・
日
薬
な
ど
も
出

席
す
る
緊
急
集
会
を
開
く
。
集

会
後
、石
破
首
相
へ
要
望
す
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
日
医
臨
時

代
議
員
会
、
日
本
医
療
法
人
協

会
の
常
務
理
事
会
な
ど
で
〝
目

安
対
応
〟
の
廃
止
や
物
価
・
賃

金
に
応
じ
て
対
応
で
き
る
新
た

な
仕
組
み
、
迅
速
な
救
済
策
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

NHK＋ホームページより抜粋

　川崎支部は2月28日に「医療関係者のためのネッ

ト誹謗中傷対策」をテーマに、Zoom配信限定で川

崎支部研究会を開催。当日は服部啓法律事務所の

弁護士・深澤諭史氏が講師を務め、50名が参加した。

　氏は、どのような中傷が違法と認定される傾向

にあるのか実例を交えながら講演。そもそも表現

の自由とは、他人が不愉快になったり、とても賛

同できないような表現すらも守るための制度であり、ただ単に「不

愉快、有害、嫌い」と感じただけの言論表現は酷い表現であるものの、

それだけでは違法とはならないと強調。裁判例を見ても、表現の自

由はかなり重視されており、例外として名誉棄損・名誉感情の侵害・

プライバシー侵害など、他者の権利を侵害する場合は法的に許容さ

れない。そのため、誹謗中傷の被害者は自分への被害はこの「例外」

にあたると主張する必要

があるとした。

講師の深澤氏

川崎支部　研究会を開催川崎支部　研究会を開催

「表現の自由の「表現の自由の
原則と例外を理解して」原則と例外を理解して」

　

こ
の
間
、
医
療
政
策
研
究
室

が
頻
回
の
取
材
や
情
報
提
供
、

継
続
的
な
情
報
連
携
で
協
力
し

て
き
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記
者
ら
に
よ

り
、
こ
の
程
、
自
由
診
療
ビ
ジ

ネ
ス
の
闇
を
抉え

ぐ

る
番
組
が
放
映

さ
れ
た
。
３
月
２９
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ペ
シ
ャ
ル
「
追
跡　

自
由
診

療
〝
ビ
ジ
ネ
ス
〟
ト
ラ
ブ
ル
続

出
の
美
容
医
療

そ
し
て
」
で
、

美
容
医
療
と
再
生
医
療
の
実
態

と
問
題
点
に
斬
り
込
み
、
美
容

整
形
で
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
が

言
葉
巧
み
に
高
額
な
施
術
を
契

事務局休務のお知らせ事務局休務のお知らせ
　5月13日（火）12時～15時は、　5月13日（火）12時～15時は、
事務局福利厚生として休務をいた事務局福利厚生として休務をいた
だきます。ご了承願います。だきます。ご了承願います。
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[Case1]  1カ月(30日)の入院（5口加入）

  入院1日8,000円×5口×30日間

＝120万円

[Case2]  2週間(14日)の入院（8口加入）

  入院1日8,000円×8口×14日間

＝89万6,000円

[Case1] 30日の休業（5口加入）

  自宅療養1日6,000円×5口×（30-3）日間

＝81万円

[Case2] 14日の休業（8口加入）

  自宅療養1日6,000円×8口×（14-3）日間

＝52万8,000円

入院した場合入院した場合

自宅療養の場合自宅療養の場合

協会ホームページ内「会員ページ」を利用する際は、ユーザー名、パスワードが必要です。ご存知のない方は事務局までお問合せください（ ℡ 045-313-2111）。

　

医
院
経
営
の
悪
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
。
６
病
院

団
体
の
２
０
２
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
後
の
調
査
に
よ
る

と
、
全
国
１
千
７
０
０
の
病

院
で
医
業
利
益
の
赤
字
病
院

が
６９
・
０
％
、
経
常
利
益
の

赤
字
病
院
は
６１
・
２
％
で
、

い
ず
れ
も
前
年
同
期
比
で
悪

化
。
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ

Ｍ
）
が
融
資
す
る
一
般
病
院

の
２
０
２
３
年
度
決
算
で

も
、
黒
字
の
病
院
が
前
年
度

の
６７
・
５
％
か
ら
４９
・
０
％

へ
と
一
気
に
下
落
し
、
初
め

て
半
数
を
割
る
事
態
と
な
っ

た
。

　

病
院
だ
け
で
な
く
、
折
か

ら
の
物
価
高
騰
、
人
件
費
上

昇
は
診
療
所
に
と
っ
て
も
深

刻
な
打
撃
だ
。
３
月
３０
日
に

開
か
れ
た
日
医
の
代
議
員
会

で
は
、
２
０
２
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
新
設
点
数
・
生

活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）
に

端
を
発
し
、
各
地
か
ら
診
療

報
酬
に
対
す
る
不
満
が
噴

出
。
松
本
会
長
は
、
国
の
『
医

療
費
削
減
あ
り
き
』
の
姿
勢

に
不
快
感
を
あ
ら
わ
に
し
、

期
中
改
定
も
視
野
に
入
れ
、

賃
金
上
昇
と
物
価
高
騰
に
対

応
す
る
補
助
金
と
診
療
報
酬

の
両
面
か
ら
国
に
対
応
を
求

め
る
と
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
の
『
実
質

マ
イ
ナ
ス
改
定
』
に
よ
る
医

院
経
営
へ
の
影
響
は
、
協
会

調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
税
対
経
営
部
が
２
０

２
４
年
度
確
定
申
告
後
に
行

っ
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

間
報
告
に
よ
る
と
、
有
効
回

答
を
寄
せ
た
３１
医
療
機
関

（
医
科
２６
・
歯
科
５
）
の
う
ち
、

前
年
（
２
０
２
３
年
）
度
と
比

較
し
減
収
に
な
っ
て
い
る
の

が
２５
医
療
機
関
・
８
割
に
上

り
、
減
収
に
加
え
原
価
・
経
費

が
増
加
し
て
お
り
、
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
実
態
が

わ
か
っ
た
（
４
月
１５
日
現

在
）
。
特
に
内
科
は
事
業
所
得

が
前
年
比
で
平
均
し
て
約
１６

％
減
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の

生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）
へ

の
組
み
換
え
の
影
響
が
大
き

い
と
み
ら
れ
る
。
詳
細
は
調

査
の
結
果
公
表
が
待
た
れ
る

が
、
事
前
の
試
算
で
は
医
学

管
理
料
の
組
み
換
え
に
よ
っ

て
年
間
２
２
３
万
円
、
ス
タ

ッ
フ
１
名
の
人
件
費
に
あ
た

る
減
収
（
保
団
連
試
算
）
と

の
見
込
み
だ
っ
た
。
物
価
高

騰
、
人
件
費
上
昇
の
局
面
で

原
資
と
な
る
診
療
報
酬
が
こ

れ
だ
け
削
減
さ
れ
れ
ば
、
医

院
経
営
は
持
た
な
い
。
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
新
設
も

あ
っ
た
が
、
診
療
所
で
の
届

出
は
２
割
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
医
院
経
営
の
安
定

化
に
は
大
き
く
寄
与
し
て
い

な
い
。
他
産
業
の
賃
上
げ
の

流
れ
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い

る
医
療
分
野
か
ら
は
今
後
人

材
流
出
も
危
ぶ
ま
れ
、
地
域

住
民
の
い
の
ち
を
預
か
る
安

全
保
障
と
し
て
の
第
一
線
医

療
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
状
況
は
政
府
・
与
党

内
で
も
認
識
さ
れ
、
変
化
も

見
ら
れ
る
。
自
民
党
内
で
は

「
骨
太
２
０
２
５
」
へ
の
議

論
を
進
め
る
中
で
、
社
会
保

障
費
の
伸
び
を
高
齢
化
に
よ

る
増
加
分
に
収
め
る
従
来
の

「
歳
出
目
安
」
を
廃
止
し
、

社
会
保
障
費
の
新
た
な
フ
レ

ー
ム
策
定
を
求
め
る
声
も
上

が
っ
て
い
る
。

　

常
勤
換
算
で
３
０
０
万
人

に
上
る
医
療
従
事
者
の
雇
用

お
よ
び
可
処
分
所
得
増
こ

そ
、
経
済
の
好
エ
ン
ジ
ン
と

な
り
う
る
。
医
療
は
そ
の
経

済
波
及
効
果
の
高
さ
だ
け
で

な
く
、
国
民
の
安
全
保
障
の

機
能
も
併
せ
持
つ
、〝
高
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〟
な

一
大
産
業
だ
。
あ
ら
た
め
て

こ
の
国
民
的
理
解
を
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

既
に
、
次
年
度
予
算
編
成

が
各
省
庁
内
で
始
ま
っ
て
い

る
。
国
民
の
安
全
保
障
と
し

て
の
地
域
医
療
再
生
の
た

め
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
で

は
基
本
診
療
料
の
大
幅
プ
ラ

ス
改
定
が
必
須
だ
。
会
員
の

先
生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

安
全
保
障
と
し
て
の

医
療
再
生
を

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
は
必
須

保
険
医
協
会
の
休
業
保
障

入院でも自宅療養でも安心入院でも自宅療養でも安心

　

休
業
時
に
必
要
な
お
金
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ

う
か
。
医
科
３
７
０
万
円
・
歯

科
１
８
０
万
円

―
こ
れ
は
２

０
２
３
年
度
の
医
療
経
済
実
態

調
査
に
て
示
さ
れ
た
医
療
機
関

の
月
額
平
均
経
費
だ
。
仮
に
こ

の
半
分
が
診
療
行
為
に
伴
っ
て

発
生
す
る
経
費
（
医
薬
品
費
な

ど
）
だ
と
し
て
も
、
休
業
時
に

は
１
０
０
万
円
か
ら
２
０
０
万
円

の
固
定
費
が
発
生
し
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
に
医
院
経
営

以
外
の
生
活
費
や
ロ
ー
ン
の
支

払
い
な
ど
の
私
的
な
出
費
も
上

乗
せ
と
な
れ
ば
、
貯
蓄
を
取
り

崩
し
て
対
応
す
る
に
は
、
い
さ

さ
か
不
安
な
金
額
に
な
る
だ
ろ

う
。
一
般
的
に
は
そ
う
い
っ
た

休
業
時
の
備
え
と
し
て
、
「
所

得
補
償
保
険
」
と
呼
ば
れ
る
月

の
所
得
に
応
じ
て
保
険
金
を
受

け
取
れ
る
保
険
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
保
険
医
協
会
の
会
員

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
と
は
別
の
選

択
肢
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

休
業
保
障
共
済
保
険
制
度

（
休
保
制
度
）
ー
。
一
般
的
な

所
得
補
償
保
険
と
同
じ
く
、
傷

病
に
よ
る
休
業
時
に
休
業
期
間

に
応
じ
て
一
定
額
を
受
取
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
だ
。
こ
の
制

度
の
特
徴
を
３
つ
紹
介
す
る
。

１
つ
目
は
、
給
付
金
額
が
所
得

に
よ
ら
な
い
こ
と
だ
。
休
保
制

度
の
給
付
金
額
は
１
口
当
た

り
、
入
院
１
日
８
０
０
０
円
、

自
宅
療
養
１
日
６
０
０
０
円

（
自
宅
療
養
は
３
日
間
免
責
あ

り
）
で
固
定
。
例
え
ば
、
最
大

加
入
口
数
で
あ
る
８
口
加
入
し

た
場
合
、
１
カ
月
（
３０
日
間
）

の
入
院
で
８
０
０
０
円
×
８
口

×
３０
日
＝
１
９
２
万
円
が
受
け

取
れ
る
。
た
と
え
こ
の
金
額
が

月
間
所
得
よ
り
多
く
て
も
削
減

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

す
で
に
所
得
補
償
保
険
に
入
っ

生
命
保
険
の

代
わ
り
に
も

　

２
つ
目
の
特
徴
は
、
加
入
時

点
の
年
齢
で
保
険
料
が
決
ま
る

点
だ
。
多
く
の
保
険
で
は
、
年

齢
が
高
く
な
る
と
リ
ス
ク
も
高

く
な
る
た
め
、
保
険
料
が
上
が

る
。
し
か
し
、
休
保
制
度
で
は

１
口
当
た
り
の
保
険
料
は
加
入

時
点
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
例
え

ば
、
４０
代
の
先
生
で
あ
れ
ば
１

口
当
た
り
の
保
険
料
は
月
々
３

０
０
０
円
。
こ
れ
が
満
期
７５
歳

ま
で
変
わ
ら
な
い
。
途
中
で
加

入
口
数
を
増
や
し
た
場
合
は
、

増
口
部
分
の
保
険
料
は
そ
の
時

点
の
年
齢
で
決
ま
る
が
、
既
加

入
分
は
加
入
時
の
保
険
料
の
ま

ま
だ
。

　

３
つ
目
の
特
徴
は
、脱
退
時
・

死
亡
時
に
も
給
付
金
が
受
け
取

れ
る
こ
と
だ
。
休
保
制
度
で
は
、

３
年
以
上
の
加
入
で
脱
退
時
に

加
入
年
数
と
口
数
に
応
じ
た
脱

退
給
付
金
が
支
払
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
５
口
の
加
入
で
３０
年
経

過
す
る
と
１
２
０
万
円
ほ
ど
の

脱
退
給
付
金
が
受
け
取
れ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
万
一
先
生
が

亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
１
口

５０
万
円
の
弔
慰
給
付
金
が
支
払

わ
れ
る
。
５
口
で
あ
れ
ば
２
５

０
万
円
。
死
亡
時
の
生
命
保
険

代
わ
り
に
も
利
用
で
き
る
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
保
険
で
は
な
く
貯
蓄

で
備
え
る
と
す
れ
ば
、
保
険
医

年
金
制
度
も
お
勧
め
だ
。
こ
ち

ら
は
月
々
１
口
１
万
円
か
ら
最

大
３０
口
３０
万
円
ま
で
、
自
身
で

積
立
金
額
を
選
ん
で
積
立
を
行

え
る
。
年
金
と
い
う
名
前
で
は

あ
る
が
、
必
要
な
時
に
全
部
ま

た
は
一
部
を
解
約
し
、
一
時
金

と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
予
定
利
率
は
１
・
２
０
２

％
。
投
資
ほ
ど
の
高
利
率
で
は

な
い
が
、
そ
の
分
リ
ス
ク
が
少

な
く
手
堅
く
資
産
を
増
や
し
て

い
け
る
。
分
散
投
資
に
お
け
る

安
定
枠
と
し
て
も
お
勧
め
だ
。

　

各
制
度
の
詳
細
は
協
会
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は

お
電
話
（

℡

０
４
５
‐
３
１

３
‐
２
１
１
１
）
に
て
資
料
請

求
い
た
だ
き
た
い
。
ど
ち
ら
の

制
度
も
４
月
１
日
か
ら
春
の
募

集
を
開
始
し
て
い
る
。
協
会
会

員
の
み
が
利
用
可
能
な
共
済
制

度
、
こ
の
機
会
に
利
用
を
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

て
い
た
と
し
て
も
、
そ
ち
ら
と

同
時
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
昨
年
は
８５
名
の
先
生
が
利

用
し
、
約
１
億
３
千
万
円
の
給

付
金
の
支
払
が
あ
っ
た
。

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

横
浜
支
部

横
浜
支
部

①
５
月
１４
日
（
水
）

午
後
７
時
３０
分
～

②
協
会
会
議
室
（
記
念
講

演
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
５０
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
８
時
００
分
～

「Think globally, Act 
locally

の
実
践

：

外
国
人

介
護
人
財
の
地
位
向
上
に

向
け
た
医
療
法
人
裕
徳
会

の
取
り
組
み
」

講
師

：

医
療
法
人
裕
徳
会

港
南
台
病
院

院
長

大
塚
　
裕
一
氏

相
模
原
支
部

相
模
原
支
部

①
５
月
１４
日
（
水
）

午
後
７
時
５０
分
～

②
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が

み
は
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
４
（
記
念
講
演

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
２０
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
８
時
１５
分
～

「
憲
政
の
父
・
尾
崎
行
雄

（
咢
堂
）
の
生
涯
」

講
師

：

尾
崎
行
雄
を
全
国

に
発
信
す
る
会

事
務
局
長

大
橋
　
孝
夫
氏

県
央
支
部

県
央
支
部

①
５
月
１４
日
（
水
）

午
後
８
時
１０
分
～

②
海
老
名
市
文
化
会
館

３
５
３
多
目
的
室

※
記
念
講
演
は
６
月
１７
日

（
火
）
に
開
催
予
定
で
す
。

別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

湘
南
支
部

湘
南
支
部

①
５
月
２０
日
（
火
）

午
後
７
時
１５
分
～

②
藤
沢
商
工
会
館

ミ
ナ
パ

ー
ク
５
０
３
会
議
室

［
定
員
］
３０
名

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
日
々
の
外
来
診
療
か
ら
考

え
た
、
ど
こ
に
も
忖
度
し
な

い
糖
尿
病
の
話
」

講
師

：

さ
わ
内
科
糖
尿
病

ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

沢
　
丞
氏

横
須
賀
支
部

横
須
賀
支
部

①
５
月
２０
日
（
火
）

午
後
７
時
２０
分
～

②
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ

ラ
ザ

第
２
研
修
室
（
記

念
講
演
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
２０
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
医
療
Ａ
Ｉ
の
現
在(

仮
）」

講
師

：

株
式
会
社
Ａ
Ｉ
メ

デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ

多
田
　
智
裕
氏

川
崎
支
部

川
崎
支
部

①
５
月
２６
日
（
月
）

午
後
７
時
００
分
～

②
川
崎
市
医
師
会
館
３
階

「
ホ
ー
ル
」

［
定
員
］
５０
名

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
や
さ
し
く
学
ぶ
、

こ
こ
ろ
の
漢
方
」

か
え
る
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

陶
山
　
亨
氏

鎌
倉
支
部

鎌
倉
支
部

①
５
月
３０
日
（
金
）

午
後
７
時
００
分
～

②
大
船
学
習
セ
ン
タ
ー

第

２
集
会
室
（
記
念
講
演
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
１２
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
心
と
身
体
を
動
か
そ
う
！

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
再
び

～
お
家
で
も
出
来
る
リ
ハ

ビ
リ
運
動
～
」

講
師

：

介
護
老
人
保
健

施
設
ス
カ
イ

理
学
療
法
士

酒
井
　
康
友
氏

＊
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告

案
、
２５
年
度
活
動
方
針
案
等

を
主
な
議
題
と
し
て
お
り

ま
す
（
お
問
合
せ

：

各
支

部

℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐

２
１
１
１
）。

＊
議
事
は
会
員
の
み
対
象
で

す
。
記
念
講
演
は
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
、
ご
家
族
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
表
記
の
見
方

①
開
催
日
時
、
②
会
場

保険医新聞
ホームページから読めます

過去の保険医新聞を協会ホームページから
もご覧いただけます。 最新号は会員の先生
のお手元に届く頃にアップロード予定です。 お
問合せは新聞部（℡ 045-313-2111）まで。

ホームページから読めます

※ ログインの際は、会員に公開しているユーザー名、
パスワードの入力が必要となります
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神奈川県保険医協会

政策部長　磯崎　哲男（談話）

◆オンライン診療の医療法改定はビジネス化推進の梃となる危険大

今国会にオンライン診療を法的に位置づける医療法改定案が上程され、

4月3日から衆院本会議で審議入りした。問題事例への対応、規制強化の

観点で、遠隔診療通知の解釈拡大で合法化されてきたオンライン診療を

法文として位置づける一方、新たに医師以外が開設し営業可能な「オン

ライン診療受診施設」を法的に位置づけることとしている。後者は、こ

の間、問題となってきた企業主導の「オンライン診療ビジネス」への法

的「お墨付き」を与え、その枠組みの巧妙化や放縦促進の危険性が高い。

われわれは、この不思議な「オンライン診療受診施設」の法制化に反対

するとともに、法案の修正、慎重審議を求める。

◆「医療」が棄損され、地域医療が崩される

患者の医学管理、治療責任が放置される危険大

この間、明らかにガイドラインに抵触する「オンライン診療」ビジネ

スが登場し、問題になってきた。医師の診療「場所」不問、患者の「受

診場所」不問のオンライン診療ルールの盲点を衝き、診療所開設をせず

にネット上で「虚構空間」を演出し、企業主導でオンライン診療を提供

している。企業が医師を組織化しネット広告を通じて利用者を勧誘・確

保し、自由診療でAGAや痩身目的のGLP-1製剤、ピルなどの配送をする

ビジネスモデルである。不十分な医学管理や、患者の急変や異常の際へ

の無責任な対応など、NHK＊1や文春オンライン＊2、読売新聞＊3などでも

報道され、当協会も再三、警鐘を鳴らし、厚労行政の適切な対応と、医

療人の倫理を求めてきた。

　既に高血圧など日常診療や、保険診療へも進出しており、傀儡の診療

所を通じた保険請求と分配もシステムとして散見されている。

　今法案は、医療がなし崩し的に「棄損」されている状況の改善どころか、

「助長」する危険性が高い。

（ ＊1クローズアップ現代「その“新ダイエット”が危ない ある治療薬の落とし穴」（2023.12.11）　

＊2「『死ぬよ?』40代・肥満・喫煙者にピル1年以上処方…有名現役医師が激怒する『オン

ライン診療ビジネス』の闇」（2024.8.6）　＊3「オンライン診療ずさん 医師がでてこず初診

で多量の薬」（2025.2.23））

◆「オンライン診療受診施設」の法制化は奇妙、理解不能

医療法では、医療提供の場として、既に往診や訪問診療がなされてい

た「居宅等」が1992年改定で法的に位置づけられ、特別養護老人ホーム

等の福祉施設等も「居宅」と同列の位置づけとなり現在に至る。

オンライン診療は、特例の例外扱いのICT利用による遠隔診療の「通知」

での運用を、拡大解釈を重ねに重ね、遠隔地ではない、都市部の日常使

いの標準診療とし、名称も「オンライン診療」と変更し、合法化してき

たものである。しかも医療機関からの医療提供は義務付けられず、医師

の自宅などどこからでもオンライン診療は可能とされており、患者も受

診は自宅に限定されず、職場などでもプライバシーが確保される空間で

あればどこでもよい。医師の所在場所不問、患者の受診場所不問である。

　更には、僻地等での特例措置として通知を発出し、医師が非常駐の診

療所の臨時的開設を公民館や巡回診療車で認め、オンライン診療を可能

とした。その上で、僅か半年の短期間で「全国運用」へと展開。仙台駅や東京

駅、西国分寺駅などオンライン診療専用ブースが開設され利用されている。

　石川県七尾市では、郵便局に医師非常駐のオンライン診療ブースを僻

地拠点病院が開設してオン診を行い、拠点病院と連携して行う巡回診療

等の代診として、市街地の一般診療所がオン診を行っている。

あえて、オンライン診療を受診する「場」を法制化する意味合いはない。

なお、僻地での医師非常駐の公民館等での診療所開設は自治体調査では

実績はゼロである（2023.11.29医療部会「資料1」10頁）。 

◆ オンライン診療の「場」の提供をビジネス化、

既存ビジネスの合法化のスキーム

今回のオンライン診療受診施設は、医療機関ではない。業（なりわい）

として、企業等による「オンライン診療」の「場」を医療機関へ提供す

るものである。つまり、医師非常駐の医療機関としてのオンライン診療

ブースではなく、医師以外の企業などが設置する施設である。

　これにより、医療機関と契約し、自由診療や保険診療でオンライン診

療を提供するビジネスが、「場」を持つことで合法化される。医療機関を

開設する際の「非営利原則」の壁も、WEBでの「虚構空間」演出による

医療法違反の疑惑や実態の怪しさへの批判もクリアすることになる。

　「オンライン診療受診施設」を設置する企業等が「主導権」を取り、医

療機関を組織すれば、オンライン診療ビジネスは可能となる。この「場」

をWEBで患者と繋ぎ、医療機関がオンライン診療を提供すれば、既存の

ビジネスは合法の枠に収まることになる。

◆「事後届出」方式、罰則規定はほぼ無し　厳格化も有名無実化か

　「オンライン診療受診施設」は都道府県知事への届出となる。施設基準

などの厳格な規定もあり、形の上では行政の管理下に置かれることとな

る。しかし、設置の届出は事前ではなく、事後である。この点は本会議

でも既に問題にされている。施設の設備・人員等に関し、行政が事前確

認はせず、適合性は医療機関が確認する。問題発覚後に立入検査が入る

ので、後手に回る。今後、「雨後の筍」のようにこのビジネスが出現した

場合には、行政側は人員的にも物理的にも立入検査は事実上、不可能と

なる。

　しかもオンライン診療受診施設の法令違反へ罰則は、検査後の閉鎖命

令のみでやりたい放題となる。

（4面へ続く）

（ ）4

オンライン診療ビジネスの跋扈を懸念

医療法改定の
部分修正・慎重審議を望む
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（3面から）

　今回の医療法改定法案の提出理由は、「高齢化に伴う医療ニーズの変化

や人口減少を見据え、地域において良質かつ適切な医療を効率的に提供

する体制を構築するため」「オンライン診療の推進」「を行う必要がある」

とされている。現在、「へき地医療拠点病院運営事業」として補助率

10/10で郵便局でのオンライン診療に補助金2,000万円が拠出されている。

オンライン診療の促進名目でオンライン診療受診施設の設置に補助金が

拠出されるなら、設置数の増加となる。

　コロナ禍でPCR検査のために、臨時の衛生検査所の開設を、事前の実

地調査での確認をせずに登録を認めたが、補助金の不正申請が各地で問

題化しおり、この轍を踏む危険性もある。

◆奇異な法案の建付け　「業」は商法の文言

　「特定」の冠はずしも理由不明　

　法案は医療法の「第二条の二」として「オン

ライン診療」を位置付けている。第一項で法的

定義をし、第二項で、設置者が「業」として、

医療機関に対しオンライン診療を受ける場所を

提供する施設が、オンライン診療受診施設だと

新たに規定している。ここにいくつもの疑問と

不思議さが漂う（https://www.mhlw.go.jp/content/001408105.pdf）。

医療法の第一条は「法律の趣旨」、第一条の二は

「医療の理念規定」、第一条の三は「国等の責務」、

第一条の四は「医療者の責務と機能分担・業務

連携」、第一条の五は「病院と診療所の施設規定」、

第一条の六が「介護老人保健施設と介護医療院

の施設規定」である。この後の第二条は「助産

所の規定」で、第一条関係とは趣を異にする。

ここに第二条の二として「オンライン診療」を

位置付けるとしている。　

　本来なら第一条関係として、「第一条の二の二」

として「オンライン診療」の法的性格を規定す

べきである。しかしオンライン診療受診施設と

セットで規定したがため、助産所の次に別格と

して置かれている。

　しかも、医療法に初めて「業」という文言が

記されることになる。これは商法で頻出する法

律用語である。なりわい、要は「ビジネス」で

ある。医療関係者は「要警戒」であり、敏感で

いて欲しい。

　実は、オンライン診療受診施設は昨年末段階

では、規制改革中間答申や厚労省資料では「特

定オンライン診療受診施設」と「特定」の冠が

つき、ある種のカテゴライズや見る者にひっか

かりがある名称であった。この冠をはずし、違

和感を覚えずに「普段使い」の名称として、一

般的な親和性を高めている。

　更に言えば、新設のオンライン診療の条文で

は「遠隔の地にある患者」とある。従来、「オン

ライン診療その他の遠隔医療の推進に向けた基

本方針」では、「近隣地域」の対比で「遠隔地」

が記されており、「中学校区」外や「小学校区」

外など「範囲規定」がセットとなり、現在の日

常診療使用と齟齬がある。

◆ 二律背反、羊頭狗肉のオンライン診療条文の

法案修正は、医療ビジネス化の分水嶺

　昨年10月30日、厚労省の社会保障審議会・医

療部会は、医療法にオンライン診療の総体的な規定を創設する方針を示

し、解釈や運用で実施してきた従来の方法を改め、省令で基準を定め厳

格化することにした。しかしその一方で、企業などが業としてオンライ

ン診療を行う「場」を提供する「特定オンライン診療受診施設」を法制

化するとし、今回の法案提出となっている。

　医療機関ではない、事実上、常設の医療提供施設、「医療拠点」である。

薬局での設置など、患者の理解の混同や営利参入が濃厚となる。駅や学校、

公民館、介護事業所など、規制改革会議などで上げられたが、大型ショ

ッピングセンターでの設置、大手通販会社系薬局との連携など展開の可

能性は高い。

　今法案は、明らかな二律背反的対応であり、医療関係者へ注意喚起を

呼びかけるとともに、国会審議において法案の修正、再考を強く求めたい。

 2025年4月9日

42025 年 4 月 25 日 第 2285 号5（ ）

〈参考〉

◆オンライン診療受診施設のスキーム　（2024.10.30時点）　＜※「特定」と「応答義務」あり＞
 医療部会資料より

◆オンライン診療受診施設のスキーム　（2025.2.26時点）＜※消えた「特定」と「応答義務」＞
 医療部会資料より
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　厚労省は3月31日、事務連絡「ベースアップ評価料による賃金改善の実績

報告に係る届出様式の改定等について」を発出。従来の賃金改善実績報告書

をより簡略化した「新様式」が示された。これにより従来の様式に加え、新

様式でも報告が可能となる。

また、2025年4月以降も引き続きベースアップ評価料（以下、ベア評価料）を

算定する場合は、2025年度分の賃金改善“計画書”の提出、そして2024年度の賃

金改善“実績報告書”の提出が必要となる。ベア評価料の届出時期により対応

が異なってくるため、以下にベア評価料（Ⅰ）の算定医療機関向けに詳述する。

　なお、計画書及び報告書の様式は厚労省H
ホームページ

P「ベースアップ評価料等につ

いて」にてご確認いただきたい。

①【2025年2月までに届け出た医療機関】

　 2025年度計画書は6月末、2024年度報告書は8月末まで
ベア評価料を2024年6月から2025年2月までに届け出た医療機関※は、まず

2025年度の賃金改善“計画書”を4月に作成し、6月30日までに原則メール

（baseup-hyoukaryou14＠mhlw.go.jp）で関東信越厚生局神奈川事務所に提出

する。また、2024年度分の賃金改善“実績報告書”を8月31日までに提出する。　

※ 2025年3月1～3日に届出を行い、2025年3月から算定を開始している場合も含む。

②【2025年3月以降に届け出た医療機関】

　 今年度の書類提出は必要なし
　ベア評価料を2025年3月4日以降に届出、4月1日付で受理された医療機関

（2025年4月からベア評価料を算定している医療機関）は、既に2025年度の

計画書を提出しているため、同年6月30日までに計画書を提出する必要はな

い。併せて同年8月31日までの実績報告書の提出も要しない。

【お詫びと訂正】

　本紙4月15日号1面「『ゼロの会』に大阪協会が賛同」の記事中、大阪協会のラジオ

番組名について『医療どぉ～ナル！』とご紹介しましたが、正しい番組名は『寺谷一

紀のまいど！まいど！』であり、『医療どぉ～ナル！』は金曜朝7時半から大阪協会が

担当するコーナータイトルです。また「兵庫協会とともに」という表記がありました

が、正しくは大阪協会単独のコーナーとなります。訂正し、お詫び申し上げます。

ベア評価料、賃金改善
“実績報告書”に新様式

届出時期等の確認を

★ベースアップ評価料に関するQ&A★（事務連絡より抜粋、問ママ）
質問 回答

2
本事務連絡による改定前の届出様式でベースアップ評価料の届出及び

賃金改善計画書並びに賃金改善実績報告書の提出を行うことは可能か。

可能。

3

令和7年3月時点で既にベースア

ップ評価料の算定を開始してい

る医療機関等が、令和7年4月以

降に継続してベースアップ評価

料を算定する場合に必要な手続

き如何。

以下の2点が必要。

① 令和7年度分の「賃金改善計画書」を4月

に作成し、令和7年6月30日までに厚生局

に提出すること。

② 令和6年度分の「賃金改善実績報告書」を

作成し、令和7年8月31日までに厚生局に

提出すること。

5

3に関連して、外来・在宅ベースアップ評価

料（Ⅰ）又は歯科外来・在宅ベースアップ評

価料（Ⅰ）のみを届出している医療機関が、

令和7年4月以降に継続してベースアップ評

価料を算定する場合に、本事務連絡の別添3

に定める様式を用いて令和7年度分の「賃金

改善計画書」を提出することは可能か。

可能。その場合には以下の書類

を提出すること。

・ 「外来・在宅ベースアップ評

価料（Ⅰ）又は歯科外来・在

宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

の施設基準に係る届出書添付

書類」（別添）

・ 「賃金改善計画書」

　2025年4月1日の薬価改定及び薬剤の販売中止等の理由により、先発医薬

品のある後発医薬品（長期収載品）の選定療養の対象薬剤が一部変更された。

これにより、従来は選定療養の対象として患者が先発医薬品を希望する場合

に差額負担が生じていた薬剤が、4月1日以降は差額負担がなくなる等の事

例が発生することとなる。

　例えば、「ロキソニン細粒10％」は、4月の薬価改定で後発医薬品の価格

が先発医薬品より高くなったため、選定療養の対象薬剤から削除されている。

　対象薬剤については、厚労省H
ホームページ

P「後発医薬品のある先発医薬品（長期収

載品）の選定療養について」の「対象医薬品リストについて」を参照いただ

きたい。

長期収載品の選定療養の対象薬剤、

4月1日から一部変更あり

　2025年4月1日の薬価改定により、薬価が変更されている。これにより一

般名処方加算の対象薬剤も一部変更されている。

　対象薬剤については、厚労省H
ホームページ

P「処方箋に記載する一般名処方の標準的

な記載（一般名処方マスタ）について（令和7年4月1日適用）」の「一般名

処方マスタ」を参照いただきたい。

一般名処方加算の対象薬剤、

4月1日から一部変更あり

　関東信越厚生局神奈川事務所は、これまで診療報酬点数（施設基準）の届

出後に各医療機関へ受理通知を郵送していたが、今後は同厚生局のH
ホームページ

Pに掲

載するとした（「神奈川事務所 施設基準等の届出受理状況（直近届出分）」

で確認）。掲載は毎月1日、15日頃の月2回で、施設基準の受付からH
ホームページ

P掲載

までは、概ね2週間から1カ月を要するとしている。なお、H
ホームページ

Pのみ掲載への

切替えは、2025年度中の予定とされている。

診療報酬点数（施設基準）届出の

受理通知、今後はHP掲載へ

　厚生労働省は3月27日、「新型コロナウイルス感染症に係る施設基準等に

関する取扱いについて」の事務連絡を発出。一部の施設基準について、新型

コロナウイルス患者を受け入れた等で満たせなくなった場合でも届出不要

とする取扱いを、2026年5月31日まで延長することを示した。2024年3月5日

発出の「令和6年度診療報酬改定による恒常的な感染症対策への見直しを踏

まえた新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の取扱い等について」の

別添3において、「令和6年5月31日まで終了時期を延長する施設基準に係る

特例について」で示されていた以下の①～③の施設基準が対象。これらは

2025年3月31日まで特例の取り扱いが延長されることが示されていたが、再

度延長されることとなった。

①  月平均夜勤時間数に1割以上の一時的な変動があった場合（3カ月以内）

②  1日当たりの看護要員の数、看護要員の数と入院患者の比率並びに看

護師及び准看護師の数に対する看護師の比率に1割以上の一時的な変

動があった場合及び1カ月を超える1割以内の一時的な変動があった

場合（3カ月以内）

③  ①、②と同様の場合、DPC対象病院の基準を満たさなくなった場合

　これらの取扱いを利用する際は厚生局への報告が必要となる。詳細は当該

事務連絡を確認されたい。

≪病院・有床診向け≫ 新型コロナウ

イルス感染症に係る施設基準等に

関する取り扱い、2026年5月31日まで延長

　近年の物価高騰に対し、診療報酬が追い付いていないと思われる

現状があります。行政等への要請に医療現場の実情を着実に反映した

く、緊急アンケートを実施することといたしました。大変恐れ入りま

すが、何卒、ご協力をお願いいたします。

【回答方法】　 回答は1医療機関につき、FAXもしくは上記フォーム

　　　　　　（https://x.gd/eZXcy）の1回のみです。いずれかの方法でご回答願います。

【対象】　青色申告を行っている開業医師・歯科医師　【締切】　5月12日（月）まで

※本アンケートは匿名で実施しております。

経営に関する会員アンケート 経営に関する会員アンケート ご協力お願いします

【厚労省スライドより】

①①

②②②

※令和7年3月1～3日に届
出を行い、令和7年3月か
ら算定を開始している場
合も含みます
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4月28日　
～5月13日

４
月
２８
日
（
月
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２９
日
（
火
・
祝
）

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
８
時
。

５
月
１
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。
組

織
部
会
１９
時
。

５
月
２
日
（
金
）

保
険
診
療
対
策
部
会
２０
時
。

５
月
７
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０
分
。

５
月
８
日
（
木
）

医
療
問
題
研
究
会
１９
時
３０
分
。

５
月
９
日
（
金
）

時
局
講
演
会
１９
時
３０
分
。
新

聞
部
会
１９
時
３０
分
。

５
月
１０
日
（
土
）

定
時
評
議
員
会
１７
時
。

５
月
１１
日
（
日
）

医
科
新
規
指
定
医
講
習
会
１０
時
。

５
月
１２
日
（
月
）

時
局
講
演
会
１９
時
３０
分
。

５
月
１３
日
（
火
）

時
局
講
演
会
１９
時
３０
分
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料

１（
以
下
、
短
手
１
）
を
算
定
す

る
際
に
、
初
診
料
、
再
診
料
は
そ

れ
ぞ
れ
別
に
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
初
診
料
は
あ
わ
せ
て
算
定

可
能
で
す
が
、
再
診
料
は
短
手

１
と
同
時
に
算
定
で
き
ま
せ
ん
。

（
Ｑ
）
内
視
鏡
的
大
腸
ポ
リ
ー

プ
・
粘
膜
切
除
術
（
長
径
２
㎝
未

満
）
を
実
施
し
、
短
手
１
を
算

定
す
る
際
、
当
該
手
術
料
は
短

手
１
に
包
括
さ
れ
ま
す
か
。
そ

れ
と
も
別
に
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
別
に
算
定
可
能
で
す
。

（
Ｑ
）
短
手
１
は
様
々
な
検
査
等

が
包
括
さ
れ
ま
す
が
、
包
括
対

象
の
検
査
に
係
る
採
血
料
は
別

に
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
算
定
可
能
で
す
。

（
Ｑ
）
短
手
１
に
は
「
麻
酔
を
伴

う
手
術
を
行
っ
た
場
合
」
の
点

数
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
麻
酔
が
該
当
し
ま
す
か
。

（
Ａ
）
①
硬
膜
外
麻
酔
、
②
脊
椎

麻
酔
、
③
マ
ス
ク
又
は
気
管
内

挿
管
に
よ
る
閉
鎖
循
環
式
全
身

麻
酔
―
の
い
ず
れ
か
を
伴
う
手

術
を
行
っ
た
場
合
が
該
当
し
ま

す
。

（
Ｑ
）
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理

料
と
在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理

料
は
併
算
定
で
き
な
い
の
で
、

在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理
料
を

算
定
し
て
い
ま
す
。
在
宅
自
己

注
射
指
導
管
理
料
に
係
る
導
入

初
期
加
算
を
あ
わ
せ
て
算
定
で

き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
本
体
点
数
で
あ
る
在
宅
自

己
注
射
指
導
管
理
料
の
算
定
が

な
い
た
め
、
算
定
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
例

外
と
し
て
在
宅
療
養
指
導
管
理

材
料
加
算
（
血
糖
自
己
測
定
器

加
算
等
）
は
要
件
を
満
た
せ
ば

算
定
可
能
で
す
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
即
時
義
歯
を
製
作
す
る
際

に
仮
床
試
適
を
実
施
し
た
場

合
、
こ
の
費
用
を
保
険
請
求
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

（
Ａ
）
模
型
上
で
抜
歯
後
を
推
定

し
て
製
作
す
る
即
時
義
歯
は
認

め
ら
れ
ま
す
が
、
即
時
義
歯
の

仮
床
試
適
に
係
る
費
用
は
算
定

で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
、
１
回
分
が
Ｂ
項
※

査

定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
同
時
に
同
じ
撮
影
法
の

超
音
波
検
査
を
行
っ
た
場
合
、

主
た
る
も
の
の
み
を
算
定
す

る
。
ま
た
、
審
査
の
際
に
は
、

「
診
療
科
」の
単
位
で
は
な
く
、

「
医
療
機
関
」
単
位
で
と
し
て

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
１
回
分
に
査

定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
Ｑ
）
初
診
の
糖
尿
病
の
患
者

に
グ
ル
コ
ー
ス
の
検
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
著
し
く
数
値
が
悪

か
っ
た
た
め
、
初
診
時
で
あ
っ

た
が
自
己
注
射
の
指
導
を
行

い
、
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理

料
の
算
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
返

戻
さ
れ
た
。
詳
記
等
は
つ
け
て

い
た
。

（
Ａ
）
在
宅
自
己
注
射
指
導
管

理
料
は
、
原
則
２
回
以
上
の
外

来
診
療
に
よ
り
指
導
を
行
っ
た

の
ち
に
算
定
を
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
製
剤
に
つ
い
て
の
み
、
初

回
指
導
時
か
ら
在
宅
自
己
注
射

指
導
管
理
料
の
算
定
が
可
能
で

あ
る
。

※
査
定
事
由
Ｂ
概
要

Ｂ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療

上
過
剰
・
重
複
と
な
る
も
の

健
診
か
ら
は

初
診
料
の
算
定
不
可

医
科
・
今
月
の
査
定
相
談
事
例

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
査
定
相
談
事
例
で
あ

り
、
次
月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時

に
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
納
得
で
き
な
い
査
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再

審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
健
診
に
て
異
常
が
見
受

け
ら
れ
た
た
め
、
保
険
診
療
に

移
行
し
、
初
診
と
し
て
精
密
検

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
再
診

料
を
算
定
す
べ
き
事
例
で
は
な

い
か
」
と
査
定
さ
れ
た
。

て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
原
稿
を
書

き
な
が
ら
、
そ
の
時
期
が
全
部
あ

や
ふ
や
で
、よ
く
思
い
出
せ
な
い
。

手
帳
で
確
認
し
よ
う
と
し
て
も
、

わ
か
ら
な
い
。
以
前
に
書
い
た「
荷

お
ろ
し
う
つ
病
」
の
症
状
な
の
だ

ろ
う
と
思
う
。

　

「
私
は
頑
丈
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
」
と

本
人
は
自
信
満
々
で
い
た
の
だ

が
、
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
し
ば
ら

く
は
大
人
し
く
し
て
い
た
方
が
、

い
い
の
だ
ろ
う
。

　

お
そ
る
べ
し
！
「
荷
お
ろ
し
う

つ
病
」
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。
期

限
は
な
い
も
の
な
の
か
。
（
続
く
）

無
謀
な
医
者
の
物
語  
第
１
回

気
が
つ
け
ば
「
小
児
科
医
」

横浜市保土ケ谷区 益田　總子

　

卒
業
し
て
６０
年
く
ら
い
経
つ
。

反
省
の
し
よ
う
も
な
い
が
、
無
謀

な
性
格
そ
の
ま
ま
が
出
て
い
る
よ

う
な
人
生
だ
っ
た
と
感
じ
る
。
け

っ
こ
う
楽
し
か
っ
た
の
は
医
師
免

許
の
お
か
げ
で
、
他
の
学
部
だ
っ

た
ら
こ
う
は
い
か
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

　

昭
和
４２
年
卒
業
。
東
大
闘
争
の

発
端
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
闘
争

の
年
代
で
あ
る
。
ド
サ
ク
サ
ま
ぎ

れ
の
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
二
人

の
子
ど
も
の
出
産
と
育
児
の
一
番

大
変
な
時
が
重
な
り
、
「
気
が
つ

け
ば
小
児
科
医
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
間
に
東
京
都
江
戸
川
区
の

診
療
所
に
勤
務
し
、
１
９
７
２
年

の
二
人
目
の
出
産
の
際
に
横
浜

（
実
家
）
に
戻
り
、
戸
塚
医
療
生

協
の
病
院
に
小
児
科
医
と
し
て
勤

務
を
始
め
た
。
一
人
で
奮
闘
し
て

い
た
が
、
悲
壮
な
気
分
は
残
っ
て

い
な
い
。
そ
の
頃
か
ら
地
方
新
聞

に
月
１
で
コ
ラ
ム
を
連
載
し
た

り
、
婦
人
雑
誌
の
育
児
関
係
の
相

談
に
顔
を
載
せ
た
り
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
１０
年
く
ら
い
過
ぎ

た
。
こ
の
経
歴
か
ら
わ
か
る
が
大

学
の
医
局
に
所
属
し
て
い
な
い
。

い
つ
か
ら
肩
書
が
小
児
科
医
と
な

っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
が
定
か
で

な
い
。
勝
手
に
名
乗
っ
て
い
た
ら

し
い
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
無
責
任
な
話
で
あ
る

が
専
門
医
制
度
は
ま
だ
な
か
っ
た

し
、
気
が
つ
け
ば
「
小
児
科
医
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
経

歴
詐
称
と
も
違
う
の
だ
ろ
う
が
、

放
っ
た
ら
か
し
た
ま
ま
、
横
浜
市

磯
子
区
杉
田
に
「
ま
す
だ
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
を
開
設
し
、
２
０
１
８
年
ま

で
開
業
医
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
。

　

そ
の
後
は
、
昨
年
ま
で
夫
の
診

療
所
で
週
２
回
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

内
科
医
師
と
し
て
働
き
、
杉
田
時

代
ま
で
の
患
者
さ
ん
と
旧
交
を
温

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
じ
わ
じ
わ

と
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
無
事
に
長
い
医

師
の
生
活
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

て
、
最
後
の
神
奈
川
診
療
所
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
感
謝
の
気
持

ち
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た

の
が
、
心
残
り
で
は
あ
る
。

　

最
後
の
頃
に
は
、
男
性
の
患
者

さ
ん
に
泣
か
れ
る
こ
と
が
多
く
意

外
な
気
が
し
た
。
「
記
念
に
」
と

写
真
を
撮
っ
て
い
っ
た
の
も
、
男

性
ば
か
り
。
そ
の
代
わ
り
に
女
性

か
ら
は
楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。
私
の
好
き
な
甘

い
お
菓
子
を
大
量
に
。
大
き
な
ネ

コ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
（
身
長
８０
㎝
）

も
い
た
だ
い
た
。
子
供
の
時
か
ら

今
ま
で
に
、
お
人
形
の
類
を
も
ら

っ
た
の
は
、
初
め
て
の
経
験
だ
っ

た
。
と
て
も
嬉
し
く
て
、
い
ま
だ

に
な
で
た
り
し
な
が
ら
毎
日
一
緒

に
枕
を
並
べ
て
寝
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
神
奈
川
民
医
連
の
副

会
長
を
し
た
り
、
保
険
医
協
会
の

理
事
を
し
た
り
し
て
き
た
が
、
つ

い
に
昨
年
、
医
師
の
仕
事
は
終
了

し
た
。
無
事
に
終
わ
っ
た
と
思
っ

『歯医者は
医者かと問う勿れ』

著者：秋元　秀俊

生活の医療社、2024年3月、

2，970円（税込）

歯
医
者
は

歯
医
者
は

医
者
で
は
な
い
の
か
？

医
者
で
は
な
い
の
か
？

横
浜
市
金
沢
区

関
口　

武
三
郎

　

久
し
ぶ
り
に
３
日
間
、
没
頭

し
て
読
み
終
え
た
本
に
出
合
っ

た
。

　

私
は
昭
和
４４
年
、
日
大
歯
学

部
卒
の
歯
科
医
師
で
あ
る
。
日

大
で
は
「
歯
科
学
」
は
医
学
の

一
分
野
で
あ
り
、
メ
デ
コ
・
デ

ン
テ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
言
葉
を

６
年
間
に
わ
た
り
、
徹
底
し
て

教
え
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
学
祖

で
あ
る
佐
藤
運
雄
先
生
の
「
歯

科
医
学
は
医
学
の
一
分
野
」
と

い
う
、
医
学
・
歯
科
医
学
一
元

論
の
信
条
に
基
づ
く
も
の
で
、

歯
科
医
師
は
独
立
で
も
隷
属
で

も
な
く
、
医
師
の
一
分
野
と
の

考
え
で
私
は
こ
れ
ま
で
生
き
て

き
た
。

　

本
書
は
佐
藤
運
雄
の
伝
記
で

は
あ
る
が
、
な
ぜ
医
学
か
ら
歯

科
医
学
が
独
立
分
化
す
る
に
至

っ
た
の
か
を
、
佐
藤
運
雄
と
い

う
人
物
に
焦
点
を
絞
っ
て
記
し

た
貴
重
な
歴
史
的
資
料
で
も
あ

る
。
著
者
の
秋
元
秀
俊
氏
は
歯

科
医
学
に
精
通
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
あ
り
、
関
連
著
書
も

多
い
。

　

口
腔
疾
患
と
心
臓
病
、
脳
血

管
障
害
、
糖
尿
病
、
認
知
症
、

誤
嚥
性
肺
炎
、
早
産
・
低
体
重

児
、
メ
タ
ボ
な
ど
と
の
関
係
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
よ
う
や

く
、
な
ぜ
歯
科
医
は
こ
れ
ま
で

も
っ
と
全
身
を
診
て
来
な
か
っ

た
の
か
、
な
ぜ
医
師
は
口
腔
を

軽
視
し
て
き
た
の
か
、
と
嘆
く

声
を
佐
藤
は
今
、
断
腸
の
思
い

で
聞
い
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

今
か
ら
５０
年
ほ
ど
前
に
な
る

が
某
医
学
系
月
刊
誌
を
年
間
予

約
購
読
す
る
と
、
医
師
は
半
額

近
い
割
引
に
な
る
と
い
う
の
で

申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、「
歯
科

医
師
は
医
師
で
は
な
い
の
で
該

当
し
な
い
」
と
の
こ
と
で
、
私

は
抗
議
の
手
紙
を
出
し
た
。
数

日
後
、
編
集
長
名
で「
本
書
は
、

歯
科
医
師
の
あ
な
た
が
読
ん
で

も
理
解
で
き
な
い
し
、
興
味
の

（
Ａ
）
当
該
事
例
で
は
再
診
料

を
算
定
す
る
。
自
他
覚
的
症
状

が
な
く
健
康
診
断
を
目
的
と
す

る
受
診
に
よ
り
疾
患
が
発
見
さ

れ
た
患
者
に
つ
い
て
、
当
該
医

師
が
、
特
に
治
療
の
必
要
性
を

認
め
治
療
を
開
始
し
た
場
合
に

は
、
初
診
料
は
算
定
で
き
な

い
。

（
Ｑ
）
同
日
に
内
科
と
整
形
外

科
に
か
か
っ
た
患
者
に
、
そ
れ

ぞ
れ
違
う
部
位
に
対
し
超
音
波

検
査
の
断
層
撮
影
法
を
行
っ
た

な
い
雑
誌
で
す
。
そ
れ
で
も
あ

な
た
が
医
師
と
同
じ
分
野
に
理

解
が
あ
る
な
ら
特
別
に
考
慮
し

ま
す
」
と
い
う
屈
辱
的
な
返
事

を
も
ら
っ
た
こ
と
を
今
で
も
忘

れ
な
い
。

　

わ
ず
か
５０
年
前
に
は
、
一
流

（
？
）
医
学
雑
誌
社
で
も
、
歯

科
の
認
識
は
こ
の
程
度
だ
っ
た

の
で
あ
る
。　

　

ま
さ
に
「
歯
医
者
は
医
者
か

と
問
う
勿
れ
」
で
あ
る
。
全
国

の
医
師
・
歯
科
医
師
に
、
ぜ
ひ

ご
一
読
を
お
薦
め
す
る
。

介
護
              ホームページをお持ちの先生へホームページをお持ちの先生へ

   重要事項のＷＥＢ   重要事項のＷＥＢ
         掲載  原則義務化に掲載  原則義務化に

　令和6年度介護報酬改定において、事業所内

での「書面掲示」を求めている運営規定の概要

等の重要事項について、2025年4月から「書面

掲示」に加え、原則としてWEBサイトに掲載（法

人ホームページ又は介護サービス情報公表シス

テム上への掲載）することが義務付けられた。

該当医療機関はご注意いただきたい。

　ただし、①年間の居宅介護サービス費の支給

対象となるサービスの対価として支払いを受け

た金額が100万円以下、②災害その他都道府県

知事に対し報告を行うことができないことにつ

き正当な理由がある―事業所は義務化の対象外。

　また居宅療養管理指導については、自ら管理

するホームページ等を有さず、ウェブサイトへ

の掲載が過重な負担となる場合は、これを行わ

ないことができる。
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　心不全パンデミックが叫ばれています。心不全バイオマーカーNT-proBNPの

有用性、心血管疾患リスクの低減や心不全発症予防のための高血圧症や糖尿病

への早期介入の意義とその有効な方法を、お2人の専門医にご講演いただきます。

と　き　5月15日（木）　午後7時15分～

ところ　協会会議室・WEB併用

テーマ 「心不全予防・心血管イベント抑制のための
　　　　　　　　　　　　　　早期診断と治療について」
講　師 横須賀市立総合医療センター

　　　　副病院長　　岩澤　孝昌氏

　　　　藤沢湘南台病院 中央診断部検査室長 兼 糖尿病代謝内科 

　　　　科長　　　　佐藤　忍氏
参加方法 ①か②いずれか

　　　　　　①協会会議室：定員120名

　　　　　　②WEB参加：右記QRコード、

　　　　　　　もしくは協会HPよりお申込み

※日医生涯教育講座CC「19（身体機能の低下）」1.5単位

【医籍番号の入力について（8面下《重要》参照）】

共　催　ノバルティスファーマ㈱／大塚製薬㈱／神奈川県保険医協会

研究会案内
（お申込みは研究部まで TEL 045-313-2111）

抗核抗体測定のタイミング

と結果の解釈について

第633回月例研究会 講演要旨 （2025年4月17日講演）

（ ）■

（毎月３回５の日発行）神 奈 川 県 保 険 医 新 聞
昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可2025 年 4月 25 日 第 2285号（ ）7

の有無による判定が 役立つ。抗核抗体陽性で 

あっても、抗体価が 160倍未満、かつ特異抗

核抗体陰性で 、関連する臨床所見を認めない

場合は、それ以上の精査を要さない。160倍

以上で あっても、無症候性で 特異抗核抗体陰

性で あれば 、3～6カ月開けて再検し、抗体価

が 低下する場合は病的意義が ないことが 多

い。（ 桑 名 正 隆. 日 内 会 誌 98:2446～2452,  

2009）

　染色パターンから推測できること：抗核抗

体の染色パターンは、主に5種類が報告され、

1） Homogenous、2） Speckled、3） Centromere、

4）Nucleolarなどである。1）は、2本鎖DNA、

ヒストン、クロマチン/ヌクレオソーム、

HMGに対する自己抗体を示唆する。2）から

は、RNP（U1-SnRNP）、Sm （U2-6 snRNP）、

SSA/Ro、SSB/La、Scl-70（Topo-isomerase1）

などが、3）からは、セントロメア（CENP-A, 

Bな ど）が、4） か ら は、RNA-polymerase、

PM/Scl、フィブリラリン （U3-RNP）、To/Th

な ど に 対 す る 自 己 抗 体 が 示 唆 さ れ る。

（Agmon-Lev in  N ,  e t  a l .Ann  Rheum Dis 

2014;73:17-23.）

　抗核抗体などの自己抗体はいつ、どこで産

生されるのか？：当日の講演にて詳述したい

と思います。

　臨床的意義：自己免疫性疾患が疑われた

時、まず スクリーニング  として抗核抗体検

査を行う。その結果と臨床症状を勘案し、必

要に応じ て次のステップ として個別の特異

抗体検査を行う。

　抗核抗体検査の基質としてヒト咽頭癌培

養細胞HEp-2 を用いるようになってから感

度が 上昇したが、健常人で の陽性率も上昇し

た。国際抗核抗体標準化委員会で の調査で 

は、健常人で も40倍希釈で  31.7％、80倍で 

13.3％、160倍で 5.0％が 陽性となることが 示

されている。年齢が 上が るにつれて陽性率は

高くなる。また、悪性腫瘍、結核や肝炎ウイ

ルスなど の慢性感染症、急性のウイルス感染

後、特定の薬剤の服用（ヒド ララジ ン、プ ロ

カインアミド 、経口避妊薬など）により抗核

抗体の陽性頻度は上が る。抗核抗体陽性は必

ず しも病的意義を持たない。

　疾患と関連する抗核抗体とそうで ないも

のを区別する指標として、抗体価と特異抗体

　抗核抗体とは：有核細胞の核成分に対す

る自己抗体の総称で、膠原病患者で は95％

以上で 検出される。その対応抗原は、生命

活動維持に必須な役割を担う蛋白や核酸成

分で 、一部の例外を除いて全ての細胞に共通

して存在する。

　検出方法：多くの場合、間接蛍光抗体法

（indirect fluorescent antibody method;IFA法）

による測定が 行われる。プ レパ ラートに固

定した細胞基質をリン酸緩衝液など で 希釈

した被検血清と反応させ、蛍光色素を標識

した抗ヒト免疫グ ロブ リン抗体を反応させ

て蛍光顕微鏡で 観察する。通常は40倍希釈

血清で 陽性・陰性の判定を行い、陽性で あ

れば 染色パ ターンが報告される。さらに、

血清を倍々希釈することで 蛍光を認めた最

終希釈倍を抗体価として示される（40倍、

80倍、160倍、320倍と順次希釈し、通常は

2,560倍まで ）。

　 聖隷横浜病院膠原病・リウマチセンター長　  　山田　秀裕氏
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5月18日(日) 5月8日(木)午後7時30分～ 5月1日(木)午後7時～

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
　
き
　
５
月
１８
日
（
日
）
午
前
９
時
３０
分
～

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
）。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

医

療

問

題

学

習

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
医
薬
品
の
安
定
供
給
に
係
る

現
状
と
行
政
の
取
組
み
」

講
　
師
　
厚
生
労
働
省
医
政
局

医
薬
産
業
振
興
・
医
療
情
報

企
画
課

医
薬
品
産
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
支
援
政
策

室
長

藤
井　

大
資
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部

歯

科

臨

床

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
』

と『
口
腔
機
能
低
下
症
』

の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
特
任
教
授

玉
置　

勝
司
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

5月17日(土)午後2時30分～ 5月15日(木)午後7時～

市

民

公

開

講

座

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
・

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
あ
な
た
も
で
き
る
！

感
染
症
予
防
！
」

講
演
①

テ
ー
マ

「
高
齢
者
も
気
を
付
け
た
い

小
児
感
染
症
」

講
　
師
　
藤
沢
市
民
病
院

臨
床
検
査
科

診
療
科
部
長
／

　
　
　
　
感
染
対
策
室
長

清
水　

博
之
氏

実
技

テ
ー
マ
　「
見
直
そ
う
、
手
の
洗
い
方
」

講
　
師
　
大
正
製
薬
株
式
会
社

医
薬
営
業
本
部

　
　
　
　
関
東
営
業
部

長
谷
川　

良
介
氏

講
演
②

テ
ー
マ
　「
最
近
の
感
染
症
の
動
向
と

ワ
ク
チ
ン
を
含
む
そ
の
対
策
」

講
　
師
　
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

国
立
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
副
院
長
／
国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長

大
曲　

貴
夫
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
か
③
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
８０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

③
各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
（
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
等
）

：

お
電
話
よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
１１（
予
防
と
保
健
）」２
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て（
下
記《
重
要
》参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
第
４０
回
研
究
会

　

フ
レ
イ
ル
や
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
お
け
る
、

口
腔
機
能
の
維
持
の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
特

に
、
歯
周
病
予
防
や
摂
食
嚥
下
機
能
の
低
下
を
早
期
に
察

知
し
、
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
健
康
寿
命
の
延
伸
と

生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
最
新
の
知
見
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
口
か
ら
支
え
る
健
康
寿
命
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学

全
身
管
理
歯
科
学
講
座

障
害
者
歯
科
分
野

教
授

小
松　

知
子
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

5月11日(日)午前10時～ 5月9日(金)、12日(月)、13日(火)

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
７
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月（
６
月
）か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

シ

リ

ー

ズ

時

局

講

演

会

国

会

議

員

と

語

る
〝

医

療
・

社
会
保
障
〟
を
巡
る
現
在
と
未
来

第
１
回

と
　
き
　
５
月
９
日
（
金
）
午
後
７
時
３０
分
～

講
　
師
　
公
明
党

衆
議
院
議
員

医
師

沼
崎

満
子
氏

第
２
回

と
　
き
　
５
月
１２
日
（
月
）
午
後
７
時
３０
分
～

講
　
師
　
日
本
維
新
の
会

参
議
院
議
員

松
沢

成
文
氏

第
３
回

と
　
き
　
５
月
１３
日
（
火
）
午
後
７
時
３０
分
～

講
　
師
　
日
本
共
産
党

参
議
院
議
員

医
師

小
池　

晃
氏

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
５０
名
※
事
前
申
込
み
必
須

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
い
ず
れ
の
日
程
も
講
師
が
来
場
し
ま
す
。

※
一
般
の
方
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
込
み
　
医
療
運
動
部
会

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

第
３１
期
第
４
回

定
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

　

左
記
の
と
お
り
第
３１
期
第
４
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
　
き

５
月
１０
日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時
３０
分

と
こ
ろ

協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

【
議
題
】

第
１
号
議
案
　
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
の
承
認
を
求
め
る
件

　
第
２
号
議
案
　
２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
案
の
件

　
第
３
号
議
案
　
２
０
２
５
年
度
予
算
案
の
件

     
  

経
理
委
員
会
報
告

　
第
４
号
議
案
　
第
３２
期
役
員
定
数
の
件

　
第
５
号
議
案
　
選
挙
管
理
委
員
選
出
の
件

　
第
６
号
議
案
　
総
会
決
議
文
起
草
委
員
選
出
の
件
に
つ
い
て

　
第
７
号
議
案
　
功
労
者
及
び
長
寿
会
員
の
表
彰
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
春
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

【
懇
親
会
】　
午
後
６
時
４０
分
～
８
時

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
４
月

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

第
３１
期
評
議
員
会
議
長

伴　

孝

5月21日(水)午後7時30分～

川

崎

支

部

研

究

会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
過
敏
性
腸
症
候
群
の

病
態
と
そ
の
類
似
疾
患
」

講
　
師
　
こ
す
ぎ
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

宮
脇　

誠
氏

参
加
対
象

会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
川
崎
支
部

第1回

第2回

第3回
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Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
過
半
数
が
「
反
対
」
と
す
る
一

方
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
１７
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
「
患
者
負
担
が
激

増
す
る
」、「
医
学
的
根
拠
が
不
十
分
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
患
者
の
健
康
・
負
担

増
に
対
す
る
不
安
の
声
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
前
号
に
引
き
続
き
紹
介
す
る

（
意
見
募
集
期
間
は
３
月
下
旬
か
ら
４
月
４
日
）。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス 

不
平
等
に

不
平
等
に

読みやすさ等を優先し、頂いたコメントに一部修正を加えている場合がございます。ご了承ください。

◆
患
者
の
負
担
額
が
か
え
っ
て
増
加
す

る
と
思
い
ま
す
。
医
療
機
関
と
薬
局

で
同
様
の
説
明
も
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
場
合
も
多
く
想
定
さ
れ
、
面
倒

だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
も
廃
業
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
内
科
）

◆
薬
不
足
と
同
じ
こ
と
が
起
き
る
。

（
内
科
）

◆
生
活
習
慣
病
管
理
料
に
な
り
、
減
収

の
上
さ
ら
に
打
撃
と
な
る
。（

内
科
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で
効
果
と
安
全
性
同
等
の
薬

剤
を
購
入
で
き
る
仕
組
み
は
、
様
々

な
理
由
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
医
療
機
関

現場の声「イエローページ」

を
受
診
で
き
な
い
方
に
と
っ
て
は
有

用
で
あ
り
、
そ
こ
で
薬
剤
師
が
ア
ナ

ム
ネ
聴
取
・
接
点
を
持
て
る
こ
と
は
、

病
状
の
チ
ェ
ッ
ク
や
（
こ
の
先
は
）

社
会
的
背
景
を
も
配
慮
し
気
付
き
を

も
っ
て
可
能
（
社
会
的
処
方
）
か
と

思
い
ま
す
（
し
か
し
、
医
療
機
関
で

も
保
険
処
方
を
で
き
な
い
理
由
は
あ

り
ま
せ
ん
）
。

  

（（
福
）心
の
会

ま
ち
の
診
療
所

つ
る
が
お
か
　
千
場
　
純
）

◆
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
。

（
内
科
）

◆
例
と
し
て
通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
の
患
者
さ
ん
が
一
年
中
ア
レ
グ
ラ

を
薬
局
で
買
っ
て
い
た
と
し
た
ら
莫

大
な
金
額
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
保

険
適
用
除
外
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

医
療
費
を
下
げ
た
い
の
な
ら
、
高
額

抗
癌
剤
な
ど
の
薬
価
を
下
げ
る
こ

◆
整
形
外
科
で
は
湿
布
が
問
題
の
一
つ

と
思
い
ま
す
。
経
皮
吸
収
型
消
炎
鎮

痛
剤
で
、
内
服
せ
ず
に
疼
痛
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
例
が
多
い
の

で
、
保
険
適
用
外
と
な
る
と
患
者
の

負
担
が
増
し
ま
す
。

（
丸
田
整
形
外
科
　
丸
田
　
喜
美
子
）

◆
・
院
外
処
方
で
は
分
か
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、
院
内
の
処
置
で
は

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

患
者
説
明
の
た
め
に
も

〝
実
質
混
合
診
療
の
解
禁
〟
と
い
う

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
ほ
う
が
い
い
。

・
患
者
が
支
払
で
き
ず
に
治
療
が
で

き
な
い
場
合
に
は
医
師
の
責
任
を
免

と
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
は
イ
ギ
リ
ス
で
は

１
／
５
の
値
段
の
由
（
メ
ー
カ
ー
が

言
っ
て
い
た
）
。

（
内
科
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
は
安
価
と
の
前
提
で

あ
る
が
、
現
在
の
販
売
価
格
は
高
価

で
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
激
増

す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
処
方
箋

で
現
物
給
付
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
と

同
価
格
で
販
売
さ
れ
る
保
障
な
ど
な

い
で
は
な
い
か
。

（
小
磯
診
療
所
　
磯
崎
　
哲
男
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
に

よ
り
、
患
者
側
も
医
療
側
も
製
薬
業

も
良
い
こ
と
は
何
も
有
り
ま
せ
ん
。

製
薬
業
は
資
源
の
無
い
日
本
に
と
っ

て
最
適
の
産
業
で
す
。
潰
さ
な
い
で

下
さ
い
。
そ
れ
よ
り
院
外
処
方
に
よ

る
１
兆
７
千
億
円
の
医
療
費
増
大
を

検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。（
小
児
科
）

除
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
高
騰
し
た
保
険
料
が
あ

り
、
高
価
な
薬
の
使
用
や
手
術
を
す

る
と
き
に
し
か
使
え
な
い
と
な
る

と
、
保
険
料
の
支
払
い
意
欲
の
低
下

が
予
想
さ
れ
、
４
兆
円
削
減
分
を
そ

の
ま
ま
保
険
料
の
減
額
に
使
わ
な
い

と
理
解
が
得
に
く
い
の
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
保
険
適
用
外
に
な
っ
た

分
野
に
は
民
間
の
よ
り
効
率
的
な
保

険
の
参
入
が
予
想
さ
れ
、
公
的
保
険

が
駆
逐
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
政

府
は
こ
れ
を
歓
迎
し
て
い
る
の

か
？
）
。

・
花
粉
症
の
よ
う
に
明
ら
か
な
行
政

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
保
険
か
ら
外
す
と

患
者
が
払
う
費
用
は
１０
倍
程
度
上
が

り
、
そ
の
成
分
も
処
方
薬
と
異
な
っ

た
り
用
量
が
少
な
か
っ
た
り
と
問
題

が
多
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、
飲
み
続

け
る
こ
と
で
主
症
状
が
軽
減
す
る
も

重
症
化
し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
、
受

診
が
遅
れ
て
医
療
費
も
余
計
に
か
か

る
可
能
性
が
あ
る
。
医
師
が
病
態
に

応
じ
て
適
切
な
処
方
を
す
る
こ
と
が

症
状
改
善
の
近
道
で
あ
り
、
医
療
費

の
無
駄
も
な
い
。

　（
ふ
た
む
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

二
村
　
哲
）

◆
治
療
の
中
に
「
処
方
」
は
含
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
「
処
方
」
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
治
療
に
一
定
の
責

任
を
負
う
医
師
の
裁
量
を
奪
う
こ
と

に
な
る
の
で
反
対
で
す
。
こ
ど
も
家

庭
庁
廃
止
の
方
が
削
減
で
き
ま
す
。

（
歯
科
）

◆
患
者
さ
ん
の
負
担
が
増
え
、
病
気
の

発
見
が
難
し
く
な
る
。（
整
形
外
科
）

◆
い
ず
れ
も
す
で
に
診
療
に
欠
か
せ
な

い
ピ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
薬
剤
で
あ

り
、欠
か
せ
な
い
薬
剤
が
多
い
か
ら
。

（
内
科
）

の
失
敗
に
よ
る
疾
患
が
あ
る
。
保
険

診
療
で
の
安
い
治
療
が
前
提
な
の

に
、
過
去
の
判
例
が
そ
の
ま
ま
適
用

さ
れ
る
の
か
？

例
え
ば
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
よ
う

に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
使
用
し
良
い
状

態
を
キ
ー
プ
す
る
か
ら
こ
そ
、
高
価

な
治
療
や
薬
を
使
わ
な
く
て
済
ん
で

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

こ
の
治
療

が
保
険
適
用
外
に
な
る
と
、
治
療
を

中
断
し
安
価
な
治
療
で
は
引
き
戻
せ

な
い
ほ
ど
増
悪
し
た
場
合
に
は
、
高

価
な
生
物
学
的
製
剤
を
使
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
う
い
う
増
悪
時
に
簡

単
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
良
好
な
状
態
に

通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー

通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー 

負
担
は
莫
大

負
担
は
莫
大

OTC類似薬の保険適用除外には7割近くが「反対」という結果となった。

自由記載欄には患者が自己判断で服用するには危険が伴う薬剤が多いこ

と、市販薬で症状を軽減したことによって、重病の発見が遅れてしまう懸

念などが目立った。また、処方された医薬品とOTCでは価格差が大きく、

患者の負担が増えてしまうことへの声もあった。

　他方で、「医療費削減のためならばやむを得ない」といった声も寄せら

れた。

　協会は今後この結果を踏まえ、改善要求を行っていく。会員の先生方に

は、引き続き現場の声を寄せていただきたい（ ℡ 045-313-2111）。

湿
布
も
保
険
適
用
か
ら
外
さ
な
い
で

湿
布
も
保
険
適
用
か
ら
外
さ
な
い
で

反対：66.2％（49人）反対：66.2％（49人）

ｎ=74
（内訳の合計は100％にならない場合がある）

未回答：9.5％（7人）未回答：9.5％（7人） 賛成：6.8％（5人）賛成：6.8％（5人）

どちらともどちらとも
言えない：17.6％（13人）言えない：17.6％（13人）

第第40回 保団連医療研究フォーラム＠佐賀 40回 保団連医療研究フォーラム＠佐賀 「地域連携で病を治す」～がばいよかばい佐賀に来んさい～「地域連携で病を治す」～がばいよかばい佐賀に来んさい～

◆資料請求は協会・学術部まで◆資料請求は協会・学術部まで（（    ℡  ℡  045‐313‐2111）045‐313‐2111）。。 主催：全国保険医団体連合会 主催：全国保険医団体連合会

応募締切：7月1日（火）
分科会・ポスターセッション分科会・ポスターセッション

演題募集演題募集
11月23日（日・祝）～24日（月・振替）
会　場 佐賀県・SAGAアリーナ
　　　　〒849-0923 佐賀県佐賀市日の出2-1-10
　　　　現地とオンラインによるハイブリッド開催
参加費 医師・歯科医師：【現地】8,000円【オンライン】4,000円

　　　　 コ・メディカル： 【現地】       500円  【オンライン】無料

11月24日（月・振替）のスケジュール
※ 分科会の演題発表・ポスターセッション・質疑は

現地のみで行うため、発表者は現地参加が必要です。

ポスターセッション【質疑5分、15演題予定】

テーマ ①在宅医療・介護                ②医科診療の研究と工夫

③歯科診療の研究と工夫     ④医科歯科連携した研究と日常診療の工夫

⑤災害、公害、環境、職業病   ⑥医学史・医療運動史・医療と裁判

分科会（6テーマ）【各発表8分+ 質疑4分、各分科会15演題予定】

　　　過半数が「反対」　　　過半数が「反対」アンケート結果アンケート結果
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引
き
戻
せ
な
い
疾
患
で
は
、
医
療
費

は
数
倍
～
数
百
倍
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
。  

（
匿
名
希
望
）

◆
皆
保
険
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
高

い
税
金
に
入
ら
な
い
税
金
は
ど
こ
に

使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
私

は
７５
才
以
上
と
な
り
、
毎
月
自
費
で

払
っ
た
方
が
い
い
と
思
え
る
程
健
康

保
険
料
が
高
い
で
す
。
文
句
を
言
わ

な
い
、
た
だ
従
う
だ
け
の
国
民
層
ば

か
り
狙
い
う
ち
の
案
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
件
、
最
下
層
の
医
療
従
事
者
に

対
す
る
点
数
ｅ
ｔ
ｃ
．）
。
医
療
費
削

減
よ
り
、
よ
り
削
減
す
べ
き
は
政
党
・

政
治
家
に
与
え
ら
れ
て
い
る
様
々

な
、
元
を
た
だ
せ
ば
税
金
で
あ
る
不

透
明
な
莫
大
な
お
金
。
彼
ら
は
貴
族

に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

弱
い
も
の
い
じ
め
ば
か
り
す
る
な
卑

怯
者
共
。

（
循
環
器
内
科
）

◆
こ
れ
ま
で
長
年
保
険
料
を
支
払
っ
て

き
た
国
民
が
、
年
老
い
て
い
よ
い
よ

体
力
が
低
下
し
、
様
々
な
薬
が
必
要

と
な
っ
た
時
、
保
険
で
薬
を
も
ら
え

な
く
な
る
の
は
詐
欺
的
行
為
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
支
払
っ
た
保
険
料

を
返
却
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
又
、
病

苦
に
よ
り
生
活
保
護
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
々
に
高
い
Ｏ
Ｔ
Ｃ
を

買
わ
せ
、
生
活
保
障
費
を
増
額
し
な

い
の
は
国
に
よ
る〝
イ
ジ
メ
〟
と
し
か

思
え
ま
せ
ん
。
反
対
で
す
。（
内
科
）

◆
ど
ち
ら
で
も
良
い
が
、
医
療
現
場
で

の
医
薬
品
不
足
・
処
方
薬
の
不
足
を

早
く
解
消
し
て
ほ
し
い
。

（
内
科
）

◆
歯
科
で
は
歯
髄
炎
、
Ｐ
急
発
、
智
歯

周
囲
炎
、
根
尖
性
歯
周
炎
、
外
科
処

置
、
口
内
炎
等
で
薬
を
処
方
す
る
こ

と
が
あ
る
が
、
処
方
薬
の
種
類
や
量

も
限
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
医
科
の
方
で
全
身
疾
患
の
あ

る
患
者
さ
ん
で
、
沢
山
の
種
類
の
薬

を
処
方
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
疑

問
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
件
は

歯
科
よ
り
も
医
科
の
方
で
十
分
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
は

患
者
負
担
が
増
え
る
し
、
医
療
機
関

の
受
診
控
え
が
加
速
す
る
恐
れ
も
あ

る
。
そ
れ
に
よ
り
患
者
の
自
己
診
断

に
よ
る
選
択
薬
の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き

る
可
能
性
が
あ
る
。
医
療
費
を
削
減

し
た
い
国
の
考
え
も
分
か
る
が
、
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
か
ら
厳
し

い
と
思
わ
れ
る
。

（
歯
科
）

◆
保
湿
剤
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で
良
い
と
思
い
ま

す
。
漢
方
は
以
前
も
保
険
外
し
の
可

能
性
が
あ
り
、
今
回
も
そ
の
可
能
性

が
出
て
き
ま
し
た
が
、
漢
方
の
保
険

外
し
は
反
対
で
す
。
そ
も
そ
も
外
国

人
が
滞
在
３
カ
月
で
国
保
に
加
入
で

き
る
こ
と
が
異
常
で
、
他
の
国
々
と

同
じ
よ
う
に
滞
在
１
年
以
上
の
方
に

加
入
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

そ
れ
で
多
少
な
り
と
も
医
療
費
の
削

減
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

（
泌
尿
器
科
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
と
も
に
廃

止
す
べ
き
。
期
間
が
来
た
新
薬
の
薬

価
を
下
げ
る
だ
け
で
、
新
薬
を
つ
く

れ
る
薬
品
会
社
の
み
に
す
べ
き
。
そ

う
し
な
い
と
新
薬
の
開
発
が
で
き
な

い
。
薬
の
安
定
供
給
の
た
め
に
も
廃

止
す
べ
き
。

（
整
形
外
科
）

◆
条
件
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
今
捻
挫

で
受
診
し
て
診
断
が
つ
い
て
、
湿
布

治
療
が
良
い
時
は
医
療
保
険
対
象
で

あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
慢
性
的

に
湿
布
の
み
で
か
か
り
続
け
て
い
る

場
合
は
診
療
代
、
薬
局
で
の
管
理
費

な
ど
実
際
に
欲
し
い
も
の
は
湿
布
だ

け
だ
と
し
て
も
、
そ
の
２
～
３
倍
の

管
理
費
が
か
か
っ
て
お
り
、
無
駄
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
を
保

険
診
療
と
し
て
医
療
費
で
診
て
い
く

の
か
、
ど
こ
か
ら
自
費
診
療
で
Ｏ
Ｔ

Ｃ
で
や
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
線
引

き
を
う
ま
く
行
え
れ
ば
良
い
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

（
匿
名
希
望
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で
あ
っ
て
も
禁
忌
ま
た
は
効

果
が
不
十
分
な
こ
と
が
あ
り
、
医
師

の
判
断
で
使
用
す
る
べ
き
で
す
。
予

算
が
足
り
な
い
な
ら
無
意
味
な
防
衛

費
を
減
ら
す
べ
き
。

（
鴇
田
医
院
　
鴇
田
　
尚
樹
）

◆
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
先
発
品
で
な

い
と
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り
、
処
方

時
に
煩
雑
に
な
る
。

（
皮
膚
科
）

◆
何
を
も
っ
て
保
険
適
用
除
外
と
す
る

の
か
。
根
拠
が
不
十
分
。
医
学
的
根

拠
で
は
な
く
財
政
の
た
め
の
部
分
最

適
の
意
図
で
し
か
な
い
。

（
歯
科
）

◆
医
療
費
削
減
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
除
外

で
は
な
い
の
で
は
。
も
っ
と
見
直
す

べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
が
元
気
に
な
る
政
策
を
！
政
治
家

は
数
字
だ
け
見
て
手
を
つ
け
や
す
い

と
こ
ろ
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
け

ど
、
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
実
際

を
見
て
、
実
際
の
生
活
が
ど
う
な
る

か
を
調
査
し
て
熟
考
し
て
か
ら
決
定

し
て
ほ
し
い
。

（
歯
科
）

◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
保
険
適
用
除
外
は
、
ハ

ズ
ス
薬
に
よ
っ
て
は
医
療
者
が
扱
う

保
険
診
療
の
範
囲
を
狭
く
し
、
保
険

診
療
が
成
立
し
な
く
な
る
科
も
出
し

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
適
用
外
と
す
る
薬
の

委
員
会
な
ど
決
定
機
関
の
設
置
、
決

定
に
は
一
定
の
基
準
と
、
ど
う
し
て

除
外
し
た
か
の
理
由
づ
け
を
公
開
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
内
科
）

◆OTC類似薬の保険適用外に反対
受診抑制による健康悪化のリスク 

　OTC類似薬の保険適用が外れることで、自己負担が増え、受診を控える人

が増加する可能性があります。これにより、次のような問題が生じます。 

　・ 医療アクセスの不平等…経済力のある人は必要な薬を購入できても、経

済的に厳しい人は購入をためらう可能性があり、 必要な医療を受ける機会

が失われる恐れがあります。 

　・ 慢性疾患患者への影響…高血圧・糖尿病・喘息などの患者が受診を控え

ることで、治療が中断され、症状悪化や合併症のリスクが高まります。

例えば、高血圧の放置は脳卒中や心筋梗塞につながります。 

　・ 自己判断が難しい患者のリスク…高齢者や小児、持病のある人は、 市販薬

を自己判断で使用することで適切な治療を受けられず、病状が悪化する

可能性があります。 

　・ 結果として医療負担の増大…受診抑制により、軽症の段階で治療を受け

られなかった患者が重症化し、救急搬送や入院が増加する可能性があり

ます。これにより、患者の生活の質が低下するだけでなく、社会全体の

医療負担も増大することが懸念されます。 

OTC類似薬の自己管理による健康被害のリスク

　 医師の処方なしで市販薬を使用することが増えれば、自己管理の難しさや

誤った使用による健康リスクが高まります。 

　・ オーバードーズ（過剰摂取）の危険…症状が改善しないと感じた患者が自

己判断で市販薬を過剰に服用し、肝障害・腎障害などの健康被害を招く

可能性があります。睡眠薬や咳止めの乱用は依存症のリスクも高めます。 

　・ 薬の相互作用の見落とし…持病のある人が他の処方薬と併用し、予期せ

ぬ薬の相互作用を引き起こす可能性があります。 例えば、抗血栓薬と 

NSAIDs の併用により出血リスクが増加するなど、重大な副作用が発生

する恐れがあります。 

　・ 誤った治療の選択…症状が似ていても異なる疾患に対し、誤った市販薬

を選ぶことで病状が悪化する可能性があります。市販の鎮痛剤を頻繁に

使用することで、胃潰瘍や腫瘍の発見が遅れるなどのリスクもあります。 

医療費削減の効果は限定的で、むしろ負担が増加する可能性 

　OTC類似薬の保険適用を外すことは、短期的には医療費を削減できるよう

に見えますが、長期的には以下の理由で医療費が増加する可能性があります。 

　・ 重症化による高額な医療費の発生…早期の適切な治療を受けられないこ

とで病状が悪化し、結果として入院や手術、長期のリハビリなどにより

医療費が増加します。 

　・ 救急入院医療の増加…受診抑制により、軽症のうちに対処できなかった

患者が重症化し、救急搬送や入院が必要になるケースが増加します。こ

れにより、医療機関の負担が増し、医療費が高騰します。 

　・ 健康格差の拡大による社会的コスト増加…経済的に困難な人が必要な医

療を受けられないことで健康格差が広がり、労働生産性の低下や生活保

護などの社会保障費の増加につながります。 

結論：医療費削減どころか、 長期的には負担が増す

　OTC類似薬の保険適用を外すことは、短期的にはコスト削減策に見えても、

長期的には受診抑制による健康悪化を招き、結果として高額な医療費や社会

的コストを増大させる可能性が高いです。医療費の適正化を目指すならば、

受診抑制ではなく、予防医療や健康管理の強化といった本質的な対策が求め

られます。 （内科）

長期的なリスク・社会的コスト増大長期的なリスク・社会的コスト増大

【臨床懇話会】
腰痛：何が困っているのか

講師： よつば整形外科
　　　院長　木村 竜一氏

【歯科臨床研究会】
嚥下障害診療における嚥下内
視鏡検査（VE）の役割と横浜
市金沢区三師会嚥下在宅チー
ムの取り組み

講師： 河合耳鼻咽喉科医院　
 院長　　　河合 敏氏氏

【医療事務学習講座】
診療報酬請求における基礎知
識（初・再診料）から在宅医
療点数までの基礎を学べます。

【医療問題研究会】
災害とDX
―能登半島地震における災害
時医療の実態―

講師：  小松市医師会会長／
　　 医療法人社団
         恵仁クリニック
         院長　村井　裕氏

【地域医療学習会】
若年者の市販薬、および
カフェイン乱用の理解と対応

講師： 国立研究開発法人 国立

精神・神経医療研究セン

ター 精神保健研究所

　　  薬物依存研究部　

　　  部長 松本 俊彦氏

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

決
定
に
は
基
準
・
理
由
公
開
を
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第33回 在宅医療・介護セミナー第33回 在宅医療・介護セミナー

2025年地域包括ケア2025年地域包括ケア
システムを検証するシステムを検証する

—2040年に向けて——2040年に向けて—

　申込方法　申込方法

　プログラム　プログラム

座長挨拶 

　 　 保険医協会副理事長、医）日横クリニック 院長保険医協会副理事長、医）日横クリニック 院長 鈴木 悦朗氏鈴木 悦朗氏

パネルディスカッション・話題提供
①「2040年に向けた医療の視点<仮>」①「2040年に向けた医療の視点<仮>」 

　　西神奈川ヘルスケアクリニック 院長西神奈川ヘルスケアクリニック 院長 赤羽 重樹氏赤羽 重樹氏

②「在宅から見た地域包括ケアシステムの実際と課題②「在宅から見た地域包括ケアシステムの実際と課題

　　　～訪問看護・ケアマネの立場から～」　　　～訪問看護・ケアマネの立場から～」

　　よりそい看護ケアセンター 代表取締役よりそい看護ケアセンター 代表取締役 栗原 美穂子氏栗原 美穂子氏

③「在宅療養の充実～地域における訪問介護の役割～」③「在宅療養の充実～地域における訪問介護の役割～」

　　医療法人五星会医療法人五星会

　　YMG訪問介護ステーション新横浜 管理者YMG訪問介護ステーション新横浜 管理者 藤原 恵藤原 恵氏氏

④「地域共生社会における特養の在り方」④「地域共生社会における特養の在り方」

　　社会福祉法人藤嶺会社会福祉法人藤嶺会

　　介護老人福祉施設弥生苑 副施設長介護老人福祉施設弥生苑 副施設長 佐久間 篤佐久間 篤氏氏

総合討論 

　「安心して自宅で最期まで過ごすために何が必要か？」 「安心して自宅で最期まで過ごすために何が必要か？」 
     [登壇者]     [登壇者]

　　 　　 座長座長＋＋上記4名上記4名＋＋岩崎 克夫氏岩崎 克夫氏
　　　　　　　　　　　 保険医協会地域医療対策部副部長、　　　　　　　　　　　 保険医協会地域医療対策部副部長、

　　　　　　　　　　　みらいクリニック歯科口腔外科 歯科医師　　　　　　　　　　　みらいクリニック歯科口腔外科 歯科医師

　2040年に向かって日本は、 労働生産年齢層の減少と高齢人口の増加が一層進みます。 経済構造のパラダイムシフトが生じな　2040年に向かって日本は、 労働生産年齢層の減少と高齢人口の増加が一層進みます。 経済構造のパラダイムシフトが生じな

い限り、 前者は税収の減少が生じ、 後者は社会保障費の増加が生じます。 この流れを見越して、 自助と互助を主体とした “地域い限り、 前者は税収の減少が生じ、 後者は社会保障費の増加が生じます。 この流れを見越して、 自助と互助を主体とした “地域

包括ケアシステム” が提唱され、 団塊の世代の全てが後期高齢者になる2025年が目標とされてきました。包括ケアシステム” が提唱され、 団塊の世代の全てが後期高齢者になる2025年が目標とされてきました。

　今回のセミナーでは、　今回のセミナーでは、 住み慣れた地域で高齢者が安心して最後まで過ごすことができる “地域包括ケアシステム” が実際にで住み慣れた地域で高齢者が安心して最後まで過ごすことができる “地域包括ケアシステム” が実際にで

きあがっているのか、 横浜市の現状を訪問診療医・訪問看護師・訪問介護・施設介護の立場から報告し、 検証きあがっているのか、 横浜市の現状を訪問診療医・訪問看護師・訪問介護・施設介護の立場から報告し、 検証したいと思います。したいと思います。

 チーフプランナー ： 鈴木悦朗 （医師） チーフプランナー ： 鈴木悦朗 （医師）

参加対象参加対象　医師・歯科医師、医療・介護福祉職等

定　　員定　　員　1,000名（現地定員50名）1,000名（現地定員50名）

お問合せお問合せ　地域医療対策部 地域医療対策部  ℡℡ 045‐313‐2111045‐313‐2111

＊ 日医生涯教育講座CC ＊ 日医生涯教育講座CC 

12：地域医療、13：医療と介護および福祉の連携、80：在宅医療12：地域医療、13：医療と介護および福祉の連携、80：在宅医療

  （各0.5単位）  （各0.5単位）

  【医籍番号の入力について（8面下≪重要≫参照）】  【医籍番号の入力について（8面下≪重要≫参照）】

右のQRコードまたは以下のURLから
事前登録をお願いします。

https://x.gd/WCjed
※協会ホームページのイベントカレンダーからもご登録いただけます。※協会ホームページのイベントカレンダーからもご登録いただけます。

協会会議室とWEBのハイブリッド開催

15：00～17：00

参加費
無料

現地・WEB
同時開催

【主催】神奈川県保険医協会【後援】神奈川県、横浜市医療局、川崎市、相模原市、横須賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、逗子市、三浦市、

秦野市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、南足柄市、綾瀬市、葉山町、寒川町、大磯町、二宮町、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、

箱根町、真鶴町、湯河原町、愛川町、清川村、公益社団法人神奈川県医師会、一般社団法人横浜市医師会、公益社団法人川崎市医師会、一般社団法人横須賀

市医師会、一般社団法人横浜市歯科医師会、公益社団法人神奈川県病院協会、一般社団法人神奈川県精神科病院協会、公益社団法人神奈川県看護協会、一般

社団法人神奈川県訪問看護ステーション協議会、公益社団法人神奈川県病院薬剤師会、一般社団法人横浜市薬剤師会、公益社団法人神奈川県理学療法士会、

一般社団法人神奈川県作業療法士会、神奈川県言語聴覚士会、一般社団法人神奈川県臨床検査技師会、公益社団法人神奈川県臨床工学技士会、公益社団法人

神奈川県放射線技師会、公益社団法人神奈川県栄養士会、公益社団法人神奈川県社会福祉士会、一般社団法人神奈川県医療ソーシャルワーカー協会、公益財

団法人神奈川県予防医学協会、公益財団法人かながわ健康財団、日本赤十字社神奈川県支部、神奈川県公衆衛生協会、神奈川県国民健康保険団体連合会、公

益社団法人かながわ福祉サービス振興会、社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会、社会福祉法人横浜市社会福祉協議会、社会福祉法人川崎市社会福祉協議会、

公益社団法人神奈川県介護福祉士会、一般社団法人神奈川県高齢者福祉施設協議会、一般社団法人神奈川県老人保健施設協会、神奈川県認知症高齢者グルー

プホーム協議会、一般社団法人神奈川県介護支援専門員協会、一般社団法人横浜市介護支援専門員協議会、川崎市介護支援専門員連絡会、社会福祉法人横浜

市福祉サービス協会、川崎市福祉サービス協議会、公益社団法人認知症の人と家族の会神奈川県支部、一般社団法人神奈川県知的障害施設団体連合会、NPO

法人フュージョンコムかながわ・県肢体不自由児協会（4月18日現在、順不同・敬称略）

名義後援名義後援



　

川
崎
支
部
は
２
月
28
日
に

「
医
療
関
係
者
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
誹
謗
中
傷
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
で
川
崎
支

部
研
究
会
を
開
催
し
、
50
名
が

視
聴
。
当
日
は
服
部
啓
法
律
事

務
所
弁
護
士
の
深
澤
諭
史
氏
が

講
師
を
務
め
、
ど
の
よ
う
な
中

傷
が
違
法
と
認
定
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
か
、
実
例
を
交
え
な
が

ら
講
演
し
た
。

　

氏
は
ま
ず
、
憲
法
・
法
律
が

保
証
す
る
「
表
現
の
自
由
」
と

は
何
か
、
そ
の
原
則
の
話
か
ら

丁
寧
に
解
説
。
医
師
歯
科
医
師

含
め
、
専
門
家
と
は
し
ば
し
ば

が
不
愉
快
に
な
っ
た
り
、
と
て

も
賛
同
で
き
な
い
よ
う
な
表
現

す
ら
も
守
る
制
度
で
あ
り
、
酷

い
表
現
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
受

け
取
り
側
が「
不
愉
快
、有
害
、

嫌
い
」
と
感
じ
る
だ
け
で
は
違

法
と
は
な
ら
な
い
と
強
調
。
裁

判
例
を
見
て
も
表
現
の
自
由
は

か
な
り
重
視
さ
れ
て
お
り
、
例

外
と
し
て
名
誉
棄
損
、
名
誉
感

情
の
侵
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
な
ど
、
他
者
の
権
利
を
侵
害

す
る
場
合
は
法
的
に
許
容
さ
れ

な
い
。
そ
の
た
め
、
誹
謗
中
傷

の
被
害
者
は
自
分
へ
の
被
害
は

こ
の
「
例
外
」
に
あ
た
る
と
主

張
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
医
療
関
係
者
に
対

す
る
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
に
つ
い

て
、「
素
人
の
書
き
込
み
を
、

そ
の
ま
ま
真
実
と
閲
覧
者
は
受

け
と
め
な
い
。
そ
う
い
う
感
想

を
持
っ
た
人
が
い
た
だ
け
」
と

裁
判
所
は
考
え
る
傾
向
に
あ

り
、
医
療
関
係
者
へ
の
批
判
は

一
般
人
へ
の
批
判
に
比
べ
る
と

違
法
性
が
認
定
さ
れ
に
く
い
傾

向
に
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
虚

偽
で
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
証

拠
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
書
き

込
み
の
場
合
、
発
信
者
情
報
開

示
請
求
な
ら
び
に
違
法
認
定
さ

れ
る
可
能
性
が
一
気
に
上
が
る

と
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し

た
。

　

ま
た
、「
こ
の
医
療
機
関
は

ブ
ラ
ッ
ク
だ
」
と
い
っ
た
類
の

書
き
込
み
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
日
頃
か
ら
従
業
員
に
パ
ワ

ハ
ラ
予
防
・
セ
ク
ハ
ラ
予
防
研

修
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
裁
判

で
有
利
に
働
く
と
し
た
。
本
研

究
会
に
つ
い
て
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｉ　

Ｔ
Ｖ
）
上
で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

ネ
ッ
ト
上
誹
謗
中
傷
テ
ー
マ
に
研
究
会
開
催

「
表
現
の
自
由
の
原
則
と
例
外
を
理
解
し
て
」
　

大
谷
、
山
本
、
佐
々
木
に

共
通
す
る
事
は
何
で
し
ょ

う
？
野
球
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
？

い
え
い
え
、
犬
を
飼
っ
て
い

る
事
で
す
。

　

最
近
ペ
ッ
ト
は
猫
が
犬
よ

り
多
く
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。

犬
は
散
歩
等
の
世
話
が
大
変

で
、
猫
は
自
由
に
さ
せ
ら
れ

る
と
の
事
で
猫
を
飼
う
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
保
護
犬
の
ヨ

ー
ク
シ
ャ
ー
テ
リ
ア
で
す
。

生
後
８
ケ
月
か
ら
飼
い
、
現

在
８
才
で
す
。

　

テ
リ
ア
系
な
の
で
、
自
己

主
張
が
強
く
頑
固
な
面
も
あ

り
ま
す
。
夏
は
朝
早
く
６
時

前
に
は
散
歩
に
出
ま
す
し
、

冬
は
日
の
出
過
ぎ
に
は
散
歩

し
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
の
寒

い
日
に
は
、
寝
た
ふ
り
を
し

て
出
る
の
を
嫌
が
っ
た
り
、

無
理
に
出
よ
う
と
す
る
と
唸

っ
た
り
し
ま
す
。
散
歩
に
長

距
離
・
長
時
間
出
た
時
の
翌

日
も
、
朝
嫌
が
り
ま
す
。

　

甘
え
て
く
る
時
も
多
く
、

ツ
ン
デ
レ
の
時
が
あ
り
、
ま

る
で
猫
の
様
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
人
の
言
う
事
が

良
く
わ
か
り
理
解
で
き
て
い

ま
す
。犬
に
は
２
種
類
い
て
、

シ
ン
グ
ル
コ
ー
ト
と
ダ
ブ
ル

コ
ー
ト
が
あ
り
、
ダ
ブ
ル
は

毛
が
抜
け
替
わ
り
ま
す
が
、

シ
ン
グ
ル
は
抜
け
な
い
為
ア

レ
ル
ギ
ー
に
な
り
に
く
い
の

で
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人

に
も
飼
い
や
す
い
で
す
。

　

犬
が
来
て
生
活
は
変
わ
り

ま
し
た
。
散
歩
で
犬
友
は
出

来
ま
し
た
し
、
旅
行
は
犬
Ｏ

Ｋ
の
ホ
テ
ル
に
一
緒
に
行
き

ま
す
。
す
っ
か
り
家
族
の
一

員
で
す
。

　

家
に
帰
る
と
迎
え
て
く
れ

て
、
凄
く
癒
さ
れ
ま
す
。
オ

キ
シ
ト
シ
ン
が
出
ま
く
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
出
来
る
だ
け

長
生
き
し
て
も
ら
い
一
緒
に

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私の

今回は〝ペット

〝

寄稿コーナー

私の小さな家族
高津区　安藤　諒

愛
犬
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
テ
リ
ア

お
揃
い
の
服
で
お
散
歩

（
会
員
限
定
）し
て
い
る
た
め
、

ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

理
不
尽
な
批
判

に
晒
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
批

判
と
い
う
「
表

現
の
自
由
」
と

は
ず
っ
と
付
き

合
う
こ
と
に
な

る
も
の
な
の

で
、
基
本
知
識

は
持
っ
て
お
く

べ
き
と
力
説
し

た
。

　
「
表
現
の
自

由
」
と
は
他
人

講師の深澤諭史先生

第55回川崎支部総会のご案内
　川崎支部の2025年度１年間の活動方針を決める重
要な会です。また、2024年度の活動についての報告
を行います。支部会員の皆様のご参加をお願い申し
上げます。
（2025年度活動報告案、2025年度活動方針案：裏面）

と　き：5月26日（月）午後７時～
ところ：川崎市医師会館（３階「ホール」）
＊ 通信環境の確保が難しいためＷＥＢ配信はございませ
ん。ご了承ください。

総会議事

議　　題：▽2024年度活動報告案の承認を求める件
　　　　　▽2025年度活動方針案の承認を求める件
　　　　　▽支部役員選出の件
参加対象：支部会員

記念講演　総会議事に引き続き午後７時３０分から開催。

テーマ：やさしく学ぶ、こころの漢方

講　　師：かえるメンタルクリニック　院長　陶山　亨氏
参加対象：会員（医療機関スタッフ・ご家族も可）

　漢方薬を取り入れて、精神科薬物治療のメリッ
トを多く出来ないか？患者さんとのコミュニケー
ションが豊かに出来ないか？私は、日々そんなこ
とを考えて診療しています。こころの治療で役に
立つ漢方薬について、できるだけ専門用語を使わ
ず、分かりやすくお伝えしたいと思います。精神科・
心療内科だけでなく、多くの科の先生方の日々の
ご診療に役立つ内容をご紹介したいと思います。

お申込み：TEL 045－313－2111
　　　　　（ 追って、ＦＡＸ案内します。そちらの

ご返送でもお申込みできます。）

川崎支部研究会のご案内
過敏性腸症候群の病態とその類似疾患
開　　催：　５月21日（水）19時30分～21時予定
開催形態：　WEBライブ配信（ウェビナー）
講　　師：　こすぎ駅前クリニック　院長　宮脇　誠氏
（講師からのメッセージ）
　過敏性腸症候群は、腹痛や下痢や便秘、便秘と下痢の繰り
返しなど多様な症状を呈します。また、大腸がんや潰瘍性大腸
炎などの器質的な疾患の除外が必要になります。過敏性腸症候
群の病態や診断、治療、鑑別疾患について講演いたします。
【対　　象】 会員・医療機関スタッフ、ご家族など
【参 加 費】無料
【開催形態】WEBライブ配信（Zoomウェビナー）
【お申込み方法】（事前申し込み必須）
　右記ＱＲコードからお申込みください。協会ホームページ「いい
医療.com」のイベントカレンダーからもお申込みが可能です。



１．支部幹事会の開催
【2024年度活動方針】
　支部幹事会の活性化を図るべく、原則として隔月で支
部幹事会を開催し、支部会員にとってより有益な情報の
共有化、時期にかなった研究会企画などの具体化を図る。
ＷＥＢ開催（または併用）により、幹事会に参加しやす
い環境を作る。
【活動内容】
　原則として隔月で支部幹事会を開催しており、2025年
度は計５回、すべてWEB上で行った。
　幹事会では、診療報酬改定内容を含む情勢検討や、他
自治体と比べいまだ遅れをとる川崎市の小児医療費助成
制度の拡充に向けた運動、支部研究会の企画検討、保険
医新聞川崎支部版の発行が中心議題となった。
【成果】
・ WEB開催により、引き続き若手幹事を中心として出
席率が高かった。また幹事会では、出席幹事の全員が
何らかの形で一言は発言するようにしており、診療科
目や年代を問わずに自由な意見が交わされ、多様な意
見をくみ取ることができた。

【教訓】
・ 引き続き様々な意見を拾い上げ、支部活動の充実を図る。

２．支部幹事および評議員充足の取り組み
【2024年度活動方針】
　支部幹事・オブザーバーの増員、および、評議員の充
足に努める。幹事の発掘では、特に医科の増員に引き続
き努める。若手懇や会員取材、他部署との連携を強化す
ることで支部会員の発掘に努める。
【活動内容】
　支部幹事・オブザーバーに関して増員に繋げることが
できなかった。
【教訓】
・ 支部幹事・オブザーバーについては、幹事からの情報
提供等から候補者の発掘を行う。
・ 評議員については、定数21名に対し充足数９名という
状況のため引き続き補充に向けて動いていく。

３．医療運動
【2024年度活動方針】
　従来通り各種健（検）診、医療費助成制度の動きを注
視し、住民のための医療諸制度の拡充に向け、医療団体
としての力量を活かした諸団体への情報提供と講師派遣
を行う。議員、行政ほか、医師会等関係団体との懇談を
積極的に設定していく。
【活動内容】
　幹事会では、６月の診療報酬改定での、生活習慣病管
理料や通院精神療法の影響による経営への打撃等が報告
された他、従来型の保険証の新規発行終了の問題、マイ
ナ保険証への対応等について意見交換を行った。
　川崎市の小児医療費助成制度等については、右記「６
.共闘関係」を参照。
【成果】
・ 幹事会で、診療報酬改定の影響や、マイナ保険証の問
題点等について情報共有した。川崎市の小児医療費助
成制度、成人・小児ぜん息患者医療費助成制度等の改
善要望を共闘団体とともに実施した。

【教訓】
・ 地域・時勢に応じた支部会員の要求・要望に沿った運
動を展開すべく、幹事会を中心として意見交換および
検討を引き続き重ねる。

４．会員増加の取り組み
【2024年度活動方針】
　会員増加目標を10名とし、未入会の開業医については、
原則一度は訪問することとする。特に院長交代時には、

　2025年度は、地域医療を守り改善する取り組みを重点
課題とし、優先的に取り組むこととする。

１．支部幹事会の開催
　支部幹事会の活性化を図るべく、原則として隔月で支
部幹事会を開催し、支部会員にとってより有益な情報の
共有化、時期にかなった研究会企画などの具体化を図る。
ＷＥＢ開催（または併用）により、幹事会に参加しやす
い環境を作る。

２．支部幹事および評議員充足の取り組み
　支部幹事・オブザーバーの増員、および、評議員の充
足に努める。幹事の発掘では、特に医科の増員に引き続
き努める。若手懇や会員取材、他部署との連携を強化す

　その他、川崎市PTA協議会との懇談等について検討
を行った。
②川崎市社会保障推進協議会（以下、社保協）
　花田支部長を代表委員の一人とし、月１回の幹事会に
担当事務局員が参加してきた。
　幹事会では、保険証の存続を求める運動、小児医療費
助成制度の拡充、難聴者の補聴器助成制度の創設を求め
る運動等について協議した。
　10月には2025年度の予算要望を市に提出。小児医療費
助成制度の拡充（小学校４年生以上に課せられている一
部負担金500円の廃止、18歳までの対象の拡充等）、難聴
者の補聴器助成制度の創設等を求めた。2025年１月には
予算要望書への市からの回答をうけて、市との懇談を実
施。社保協側からの要求に対し、市からは前向きな回答
はあまり得られなかったが、来年度も引き続き市に対し
改善要求を行っていく。その他、補聴器助成制度創設に
向け、市に懇談実施も要望している。
　11月の社保協総会では、協会から小児医療費助成制度
の拡充への協力や、ゼロの会への賛同等を参加者に呼び
かけた。
【成果】
・ 連絡会活動において、小児医療費助成制度の拡充に向
けた新たな署名への取り組みを行った。

・ 社保協においては、小児医療助成制度の拡充や、保険
証の存続を求める運動、難聴者の補聴器助成等につい
て情報共有した。

【教訓】
・ 連絡会の活動においては、陳情署名の提出を行い、小
児医療費助成制度の拡充の必要性について各会派から
理解を得て、早期の制度拡充を目指す。

・ 社保協について、市内の全般的な福祉制度の向上に向
けて引き続き協力する。

７．保険医新聞「川崎支部版」の発行
【2024年度活動方針】
　支部会員にとって有益な情報を提供するため、常に川
崎支部版紙面の改善を図る。発行回数を年３回として、
緊急性があるときにプラス１号の発行とすることを試み
る。
　寄稿や取材を通じ、会員との双方向の交流に努める。
【活動内容】
　発行月は、総会報告の７月、新年の抱負を示す１月、
総会開催案内となる４月の計３回。
　7月25日号は、表面に支部総会および記念講演の報告、
川崎市こどもの医療費無料化を求める連絡会（以下、連
絡会）の会派回り（自民党）、寄稿「私の○○」を掲載。
裏面では、連絡会の川崎市へ「ひとことカード」の提出・
市との懇談を掲載した。
　1月25日号は、表面に６月の診療報酬改定に関する質
問が多数寄せられていることから、医科・歯科のよくあ
る質問をまとめて掲載したほか、寄稿「私の○○」を掲
載。裏面には、川崎こども連絡会が７月に実施した会派
周りの報告、小児医療費助成制度の拡充を求める陳情署
名への協力依頼、支部研究会案内、および、恒例の「支
部幹メンバーに聞く2025年私の抱負」を載せた。
　4月25日号は、2月28日に開催した川崎支部研究会の報
告、支部総会の案内、５月の支部研究会案内、寄稿「私
の○○」、2024年度活動報告・2025年度活動方針（案）
を掲載した。
【成果】
・ 会員ニーズの高い、医科歯科の診療報酬に関する解説
や、研究会報告等を掲載し会員に情報提供できた。ま
た、寄稿「私の○○」を継続して掲載し、会員にとっ
て親しみやすい紙面となるよう努力した。

【教訓】
・ 会員に寄り添った記事内容にするべく、会員ニーズを
汲み取り、更なる紙面の充実を図る。

員の要望を汲む企画を実施する。

６．共闘関係
　小児医療費助成制度について引き続き「川崎市こども
の医療費無料化を求める連絡会」と連携し改善運動を強
める。
　社会保障全般については、川崎市社会保障推進協議会
との連携を強化し、医療専門団体として社保充実のため
の運動に、役員・事務局の派遣等の協力を継続する。

７．保険医新聞「川崎支部版」の発行
　支部会員にとって有益な情報を提供するため、常に川
崎支部版紙面の改善を図る。発行回数を年３回として、
緊急性があるときにプラス１号の発行とすることを試み
る。
　寄稿や取材を通じ、会員との双方向の交流に努める。

組織部との連携も図り、「会員」として途切れさせない
アプローチをする。
【活動内容】
　事務局員を中心として電話掛けや訪問を行い、会員拡
大へ取り組んだ。
【成果】
・新規で●名の入会に繋がった。
【教訓】
・引き続き会員増加の取り組みを強化する。

５．医科・歯科連携の推進と研究会活動
【2024年度活動方針】
　支部ならではの文化行事や研究会を企画し、適宜、会
員の要望を汲む企画を実施する。
【活動内容】
　支部研究会として、2月28日に「医療関係者のための
ネット誹謗中傷対策」をテーマに、WEB配信で川崎支
部研究会を開催。当日は服部啓法律事務所の弁護士 深
澤諭史氏が講師を務め、50名が参加した。
　氏は、どのような中傷が違法と認定される傾向にある
か、実例を交えながら講演。そもそも表現の自由とは他
人が不愉快になったり、とても賛同できないような表現
すらも守る制度であり、ただ単に「不愉快、有害、嫌い」
と感じただけの言論表現だけでは違法とはならないと強
調。裁判例を見ても表現の自由はかなり重視されており、
例外として名誉棄損、名誉感情の侵害、プライバシー侵
害など、他者の権利を侵害する場合は法的に許容されな
いため、誹謗中傷の被害者は自分への被害はこの「例外」
にあたると主張する必要があるとした。
　また、5月21日には「過敏性腸症候群の病態とその類
似疾患」をテーマにこすぎ駅前クリニック院長の宮脇 
誠氏が講演した（以下追記予定）。
【成果】
・ 支部研究会において、WEB上での医療機関への口コ
ミ対策や、学術研究会など、会員ニーズに沿ったテー
マで開催することができた。協会ホームページでアー
カイブ配信も行い、会員ニーズを満たすことができた。

【教訓】
・ 引き続き、幹事会での議論をもとに会員ニーズの高い
テーマの研究会開催を行っていく。

６．共闘関係
【2024年度活動方針】
　小児医療費助成制度について引き続き「川崎市こども
の医療費無料化を求める連絡会」と連携し改善運動を強
める。
　社会保障全般については、川崎市社会保障推進協議会
との連携を強化し、医療専門団体として社保充実のため
の運動に、役員・事務局の派遣等の協力を継続する。
【活動内容】
① 川崎市こどもの医療費無料化を求める連絡会（以下、
連絡会）

　連絡会の定例会議（●回）への出席および関連活動は、
主に二村副支部長および担当事務局員が対応した。
　７月には、2025年度予算ヒアリング等を通して市議会
５会派のうち日程の合った４会派と懇談を行った。連絡
会からの要望は、「窓口一部負担金の撤廃」と「18歳ま
での対象引き上げの検討」の２点。「自民党」からは、
原団長、各務副団長、青木、浅野、末永、橋本、山崎、
山田各議員、および、国会議員秘書５名、「みらい」か
らは、堀添団長、木庭副団長、「共産党」からは、宗田
団長、石川、市古、後藤、斎藤各議員、「川崎・維新」
からは、岩田団長、重冨議員―が対応した。多数派から
は前回同様、制度拡充には財源がネックとなっている点
が強調された。
　2025年２月からは「18歳までの対象拡充」と「一部負
担金500円の撤廃」を要望する陳情署名に取り組んだ。
５月末までを集約期間とし、●筆を集約。６月の川崎市
議会に提出することとした。

ることで支部会員の発掘に努める。

３．医療運動
　従来通り各種健（検）診、医療費助成制度の動きを注
視し、住民のための医療諸制度の拡充に向け、医療団体
としての力量を活かした諸団体への情報提供と講師派遣
を行う。議員、行政ほか、医師会等関係団体との懇談を
積極的に設定していく。

４．会員増加の取り組み
　会員増加目標を10名とし、未入会の開業医については、
原則一度は訪問することとする。特に院長交代時には、
組織部との連携も図り、「会員」として途切れさせない
アプローチをする。

５．医科・歯科連携の推進と研究会活動
　支部ならではの文化行事や研究会を企画し、適宜、会

川崎支部 2024年度活動報告（案）

川崎支部 2025年度活動方針（案）
＊活動報告案にある黒丸部分や実施回数等は、年度末に適宜更新します。



第58回相模原支部総会のご案内

と　　き：2025年５月14日（水） 午後7時50分開始
と こ ろ：ユニコムプラザさがみはら　ミーティングルーム4
　　　　　相模原市南区相模大野3丁目3番2号　
　　　　　bono相模大野　サウスモール3階
　　　　　 午後７時50分～午後８時10分
議　　題：第１号議案　2024年度活動報告の承認を求める件
　　　　　第２号議案　2025年度活動方針（案）の承認を求める件
　　　　　第３号議案　支部役員選出の件
参加対象：支部会員
定　　員：20名
　　　　　 午後８時15分～午後９時15分（講演：50分、質疑：10分）

テーマ：憲政の父・尾崎行雄（咢堂）の生涯
　「人生の本舞台は常に将来にあり」。憲政の父と呼ばれる尾崎行雄（咢堂）
は、相模原市緑区（現在）の生まれ。新聞論説記者や官吏、東京府議を経
て明治23年に第1回衆議院議員総選挙で初当選。以来、連続25回当選、60年
10カ月の最長在任記録を樹立した。
　昭和期には軍部・翼賛体制を批判、反戦に尽くすなど、言論と行動そし
て妥協を許さない姿勢で立憲民主政治の発展に尽くした。当日は、尾崎行
雄の95年余の生涯を語りたい。
講　　師：尾崎行雄を全国に発信する会　事務局長　大橋　孝夫　氏
参加対象：会員（医療機関スタッフ、ご家族も可）
定　　員：20名（記念講演のみWEB併用）
※総会議事、記念講演の参加申込は相模原支部担当まで
（☎045－313－2111）

総会議事

記念講演

　

相
模
原
支
部
は
10
月
31
日
、「
相
続
税
の
課
税
強
化
と
贈
与

税
改
正
を
踏
ま
え
た
対
策
」を
テ
ー
マ
に
支
部
研
究
会
を
開
催
。

講
師
は
、
協
会
顧
問
税
理
士
の
松
本
重
明
氏
（
税
理
士
法
人
コ

ン
フ
ィ
ア
ン
ス
社
員
税
理
士
）
が
務
め
、
17
名
が
参
加
し
た
。

　

松
本
氏
は
相
続
税
の
申
告
・

納
税
期
限
と
し
て
、
被
相
続
人

が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

（
基
本
的
に
は
死
亡
日
）
の
翌

日
か
ら
10
ヶ
月
以
内
で
あ
る

点
、
ま
た
相
続
税
に
は
基
礎
控

相
続
税
、贈
与
税
対
策
で
研
究
会
を
開
催

相
続
税
、贈
与
税
対
策
で
研
究
会
を
開
催

　

相
模
原
支
部
は
３
月
30
日
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
城
跡
巡
り

シ
リ
ー
ズ
の
第
８
弾
「
小
机
城

跡
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
、

関
支
部
長
は
じ
め
17
名
の
会

員
・
家
族
が
参
加
。
当
日
の
ガ

イ
ド
は
小
沼
副
支
部
長
が
務
め

た
。

　

前
日
の
雨
天
と
は
一
変
し
、

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
11
時

に
小
机
駅
を
出
発
。
ま
ず
横
浜

市
城
郷
小
机
地
区
セ
ン
タ
ー
で

小
机
城
の
築
城
（
推
定
15
世
紀

以
前
）
の
歴
史
に
触
れ
た
後
、

関
係
の
深
い
雲
松
陰
や
白
山
稲

荷
神
社
、
金
剛
寺
を
訪
問
。
そ

の
後
傾
斜
の
あ
る
山
道
を
登

り
、
出
城
に
あ
る
櫓
代
（
富
士

仙
元
）
を
経
由
し
て
本
丸
に
移

動
し
記
念
撮
影
。
二
の
丸
で
は

芝
生
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
敷

き
、
満
開
の
桜
を
鑑
賞
し
な
が

ら
昼
食
を
取
っ
た
。

　

昼
食
後
は
竹
林
が
生
い
茂
る

空
堀
を
進
み
な
が
ら
下
山
し
、

少
し
歩
き
鶴
見
川
流
域
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
。
施
設
内
の
「
小
さ

な
水
族
館
」
で
鶴
見
川
流
域
に

生
息
す
る
魚
等
を
鑑
賞
し
た

後
、
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
を
左
手

に
見
な
が
ら
新
横
浜
駅
前
公
園

（
解
散
場
所
）
を
目
指
す
。
途

中
、
鳥
山
川
で
は
満
開
の
桜
並

木
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
、
盛

況
の
う
ち
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
締

め
く
く
っ
た
。

　

終
了
後
に
は
、
北
京
ダ
ッ
ク

専
門
店
で
懇
親
会
を
開
催
（
希

望
者
の
み
）。
ハ
イ
キ
ン
グ
で

の
〝
心
地
よ
い
疲
れ
〞
を
癒
し

た
。

　

相
模
原
支
部
は
２
月
20
日
、

支
部
研
究
会
を
プ
ロ
ミ
テ
ィ
ふ

ち
の
べ
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
で
開

催
し
、
14
名
が
参
加
し
た
。
講

師
は
、
お
ぐ
ち
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
の
小
口
弘
毅
氏
が
務

め
、
こ
れ
ま
で
２
千
人
の
神
経

発
達
症
児
に
携
わ
っ
た
経
験
を

基
に
、「
神
経
発
達
症
の
こ
ど

も
と
家
族
支
援
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
た
。
氏
は
、
発
達
支
援

に
お
け
る
家
族
へ
の
支
援
（
助

言
・
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
二
ン

グ
）
の
重
要
性
を
強
調
。
自
身

が
翻
訳
し
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
発
刊
の
Ｃ

Ｓ
Ｔ
（
養
育
者
子
育
て
技
能
訓

練
）
テ
キ
ス
ト
（
２
０
２
２
）

の
邦
訳
版
に
つ
い
て
も
紹
介
し

本
丸
広
場
に
て
記
念
撮
影

た
。

　

ま
た
、
氏
の
行
っ
た
取
り
組

み
と
し
て
、
２
０
０
５
年
に
子

育
て
支
援
室
（
バ
ン
ビ
）、
２

０
１
１
年
に
「
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
と
家
族
」
の
た
め
の
レ

ス
パ
イ
ト
施
設
（
あ
お
ぞ
ら
共

和
国
：
山
梨
県
）
の
開
設
等
を

紹
介
。
今
年
３
月
に
は
、
自
身

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
閉
院
す
る

も
、
支
援
活
動
は
継
続
予
定
と

の
こ
と
だ
。

　

ま
た
近
年
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）
の
児
童
が

30
人
に
１
人（
ク
ラ
ス
に
１
人
）

程
度
に
増
え
て
お
り
、
そ
の
要

因
と
し
て
診
断
基
準
の
変
化
や

環
境
汚
染
の
影
響
の
可
能
性
に

も
触
れ
た
。
最
後
に
、
障
害
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
親
の
心
身

の
健
康
と
親
子
の
愛
着
形
成
の

重
要
性
を
強
調
。
親
自
身
の
セ

ル
フ
ケ
ア
を
行
い
な
が
ら
子
ど

も
へ
の
抱
擁
な
ど
、
子
ど
も
の

安
心
感
を
育
む
こ
と
が
重
要
と

し
た
。

で
き
、
贈
与
者
が
亡
く
な
っ
た

時
に
そ
の
贈
与
財
産
の
贈
与
時

の
価
額
と
相
続
財
産
の
価
額
と

を
合
計
し
た
金
額
か
ら
相
続
税

額
を
計
算
し
、
一
括
し
て
相
続

税
と
し
て
納
税
す
る
制
度
で
あ

る
と
説
明
。「
相
続
時
精
算
課

税
制
度
」
は
「
暦
年
課
税
」
と

異
な
り
、贈
与
者
は
60
歳
以
上
、

受
贈
者
は
18
歳
以
上
の
子
や
孫

に
限
ら
れ
る
ほ
か
、
２
０
２
４

年
１
月
１
日
以
降
は
制
度
見
直

し
に
よ
り
、
新
た
に
毎
年
１
１

０
万
円
ま
で
控
除
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
点
を
強
調
し
た
。

　

最
後
に
氏
は
、「
相
続
時
精

算
課
税
」
を
選
択
し
た
場
合
、

「
暦
年
課
税
」
に
移
行
で
き
な

く
な
る
点
に
も
触
れ
、
両
制
度

と
も
一
長
一
短
が
あ
る
こ
と
か

ら
慎
重
な
判
断
・
対
応
を
促
し

た
。

こ
と
を
説
明
。
３
年
以
内
に
相

続
登
記
の
必
要
が
あ
る
と
と
も

に
、
24
年
４
月
１
日
以
前
に
相

続
し
た
不
動
産
も
対
象
と
な
る

が
、
３
年
間
の
猶
予
期
間
が
設

け
ら
れ
て
い
る
点
も
強
調
し
た
。

　

贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
個
人

か
ら
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得

し
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
あ

り
、「
暦
年
課
税
」
と
「
相
続

時
精
算
課
税
制
度
」
が
選
択
で

き
る
。よ
り
一
般
的
な
の
は「
暦

年
課
税
」
で
あ
る
と
し
、
年
間

の
基
礎
控
除
１
１
０
万
円
を
超

え
た
場
合
に
贈
与
額
に
応
じ
て

税
率
10
％
か
ら
55
％
の
贈
与
税

が
発
生
す
る
。
一
方
、「
相
続

時
精
算
課
税
制
度
」
は
贈
与
税

の
負
担
を
軽
減
し
財
産
の
早
期

移
転
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の

で
、
受
贈
者
（
子
や
孫
）
が
２

５
０
０
万
円
ま
で
贈
与
税
を
納

め
ず
に
贈
与
を
受
け
る
こ
と
が

講師の松本重明税理士

城跡ハイキング第８弾城跡ハイキング第８弾

“桜” 満開“桜” 満開
小机城の軌跡たどる小机城の軌跡たどる “親子の心身の健康と

　　　　愛着形成”の重要性
～20年の発達支援から伝えたい思い～

除
が
あ
る
と
説
明
。
例
え
ば
、

法
定
相
続
人
が
配
偶
者
と
子
ど

も
２
人
の
場
合
、
基
礎
控
除
３

千
万
円
＋
６
百
万
円
×
３
＝
４

千
８
百
万
円
を
超
え
る
場
合
、

相
続
税
の
申
告
義
務
が
あ
る
と

し
た
。
相
続
税
の
申
告
・
納
付

期
限
を
超
え
た
場
合
は
、
延
滞

税
と
し
て
納
付
期
限
の
翌
日
か

ら
２
カ
月
以
内
で
あ
れ
ば
年

２
・
４
％
（
原
則
は
年
７
・
３

％
）、
２
カ
月
を
超
え
る
場
合

は
年
８
・
７
％
（
原
則
は
年

14
・
６
％
）
が
課
せ
ら
れ
る
た

め
、
早
め
の
相
続
準
備
が
肝
要

と
説
い
た
。

　

ま
た
「
所
有
者
不
明
土
地
」

が
全
国
的
に
増
え
、
周
辺
の
環

境
悪
化
や
公
共
工
事
の
阻
害
な

ど
が
社
会
問
題
化
し
た
背
景
に

よ
り
、
２
０
２
４
年
４
月
１
日

か
ら
は
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）

の
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た

講師の小口弘毅先生（右）、左は司会の関知之支部長



拡
大
の
要
求
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
の
重
点
活
動

と
し
て
は
、「
全
世
代
型
社
会

保
障
」
に
よ
る
社
会
保
障
制
度

改
悪
と
の
た
た
か
い
、
現
行
の

保
険
証
廃
止
・
強
硬
な
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
切
り
替
え
に
対
抗

す
る
取
り
組
み
、
県
内
保
険
料

の
統
一
を
に
ら
ん
だ
保
険
料
率

の
大
幅
引
き
上
げ
に
対
す
る
対

抗
、
軽
介
護
者
に
対
す
る
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
縮
小
へ
の
対
抗

等
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
役
員
選
出
で
は

協
会
相
模
原
支
部
か
ら
引
き
続

き
馬
場
一
郎
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

全世代型社会保障改革
とのたたかい
 相模原社保協総会

１
．
支
部
幹
事
会

【
２
０
２
４
年
度
方
針
】

　

支
部
幹
事
会
を
定
期
的
（
年

６
回
）に
開
催
し
、
医
科
・
歯
科

会
員
の
連
携
の
も
と
に
魅
力
あ

る
支
部
活
動
の
展
開
に
努
め
、

支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

【
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
】

　

原
則
、第
二
金
曜
日
（
隔
月
）

を
定
例
日
と
し
て
、
７
月
、
９

月
、11
月
、１
月
、３
月
、５
月

（
予
定
）
に
幹
事
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
。
幹
事
会
で
は
主

に
、医
療
情
勢
の
検
討
・
分
析
、

支
部
研
究
会
や
日
本
酒
利
き
酒

会
の
開
催
、
小
机
城
跡
ハ
イ
キ

ン
グ
の
企
画
、会
員
増
加
対
策
、

評
議
員
の
補
充
等
を
議
論
し
た
。

　

ま
た
支
部
幹
事
や
評
議
員
、

支
部
会
員
と
の
交
流
活
発
化
等

を
目
的
に
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

を
活
用
し
た
情
報
提
供
・
意
見

交
換
の
場
を
開
設
。
支
部
幹
事

間
に
お
け
る
日
常
交
流
を
は
じ

め
、
評
議
員
や
支
部
会
員
に
向

け
て
は
支
部
研
究
会
や
日
本
酒

利
き
酒
会
、
簡
素
化
さ
れ
た
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
等
の
案
内

を
実
施
。
支
部
研
究
会
に
お
い

て
は
会
員
二
名
よ
り
後
日
、
支

部
研
究
会
の
資
料
提
供
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

活
動
方
針
に
則
り
、
定
期
的

に
支
部
幹
事
会
を
開
催
し
、

様
々
な
支
部
活
動
の
展
開
に
つ

い
て
議
論
。
次
年
度
も
定
期
的

な
幹
事
会
の
開
催
等
を
通
じ

１
．
支
部
幹
事
会

　

支
部
幹
事
会
を
定
期
的
（
年

６
回
）に
開
催
し
、
医
科
・
歯
科

会
員
の
連
携
の
も
と
に
魅
力
あ

る
支
部
活
動
の
展
開
に
努
め
、

支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

２
．
支
部
研
究
会

　

支
部
会
員
の
ニ
ー
ズ
・
動
向

を
把
握
し
時
勢
に
合
っ
た
研
究

会
を
開
催
す
る
。
医
科
・
歯
科

連
携
に
重
点
を
置
い
た
研
究

会
、
経
営
・
税
務
に
関
す
る
学

習
会
、
従
業
員
向
け
の
講
座
な

ど
、
会
員
に
有
益
な
講
習
会
等

を
企
画
・
開
催
し
て
い
く
。

３
．
支
部
ニ
ュ
ー
ス

　

支
部
独
自
の
運
動
や
研
究
会

企
画
等
を
中
心
に
、
年
１
回
の

発
行
に
努
め
る
。

２
０
２
４
年
度
活
動
報
告

て
、
魅
力
あ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
。

２
．
支
部
研
究
会

【
２
０
２
４
年
度
方
針
】

　

支
部
会
員
の
ニ
ー
ズ
・
動
向

を
把
握
し
時
勢
に
合
っ
た
研
究

会
を
開
催
す
る
。
医
科
・
歯
科

連
携
に
重
点
を
置
い
た
研
究

会
、
経
営
・
税
務
に
関
す
る
学

習
会
、
従
業
員
向
け
の
講
座
な

ど
、
会
員
に
有
益
な
講
習
会
等

を
企
画
・
開
催
し
て
い
く
。

【
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
】

　
「
相
続
税
の
課
税
強
化
と
贈

与
税
改
正
を
踏
ま
え
た
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
、
10
月
31
日
に
支

部
研
究
会
を
開
催
。
講
師
は
、

協
会
顧
問
税
理
士
の
松
本
重
明

氏
（
税
理
士
法
人
コ
ン
フ
ィ
ア

ン
ス
社
員
税
理
士
）
が
務
め
、

17
名
が
参
加
し
た
。
当
日
は
、

相
続
税
の
基
本
か
ら
必
要
な
手

続
き
と
法
定
期
限
、
法
定
相
続

分（
割
合
）な
ど
を
お
さ
ら
い
。

そ
の
後
、
２
０
２
４
年
４
月
１

日
か
ら
義
務
化
さ
れ
た
不
動
産

の
相
続
登
記
を
説
明
。
贈
与
税

に
つ
い
て
は
、
生
前
贈
与
に
お

け
る
注
意
点
等
を
詳
述
。
タ
ワ

ー
マ
ン
シ
ョ
ン
節
税
の
規
制
強

化
に
も
触
れ
た
。

　

10
月
26
日
に
は
県
央
支
部
と

共
催
で
、
日
本
酒
利
き
酒
会
を

６
年
ぶ
り
に
開
催
。
会
場
は
蔵

元
佳
肴
い
づ
み
橋（
海
老
名
市
）

を
使
用
し
、
支
部
会
員
は
じ
め

16
名
が
参
加
し
た
。
当
日
は
、

酒
米
栽
培
か
ら
精
米
・
醸
造
ま

で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
泉
橋

酒
造
の
日
本
酒
５
種
類
を
堪
能

し
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
懇
親

を
深
め
た
。

　

２
月
20
日
に
は
、「
神
経
発

達
症
の
こ
ど
も
と
家
族
支
援
」

を
テ
ー
マ
に
、
お
ぐ
ち
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
小
口
弘
毅

氏
が
講
演
し
14
名
が
参
加
し

た
。
こ
れ
ま
で
２
千
人
の
神
経

発
達
症
児
に
携
わ
っ
た
経
験
を

基
に
、
発
達
支
援
に
お
け
る
家

族
へ
の
支
援
の
重
要
性
を
強
調

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援

室
や
レ
ス
パ
イ
ト
施
設
の
開
設

等
に
至
る
経
緯
を
紹
介
。
ま
た

近
年
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
）
の
児
童
が
30
人
に

１
人
程
度
に
増
え
て
お
り
、
そ

の
要
因
が
診
断
基
準
の
変
化
と

と
も
に
環
境
汚
染
の
影
響
の
可

能
性
に
も
触
れ
た
。
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
親
の
心
身
の
健

康
と
親
子
の
愛
着
形
成
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

今
年
度
は
方
針
に
基
づ
き
、

動
を
進
め
て
い
く
。

【
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
】

　

小
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
４
年
８
月
１
日
か

ら
「
高
校
卒
業
ま
で
」
対
象
拡

大
さ
れ
た
が
、
所
得
制
限
や
一

部
負
担
金
は
完
全
撤
廃
さ
れ
て

い
な
い
点
等
も
あ
り
、
相
模
原

市
社
会
保
障
推
進
協
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
改
善
運
動
に
努
め

た
。

　

ま
た
「
加
齢
性
難
聴
」
に
対

す
る
補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
４
年
４

月
１
日
よ
り
政
令
指
定
都
市
で

は
初
め
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の

の
、
補
助
金
額
は
最
大
２
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
等
に

比
べ
低
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
運
動
を
進
め
た
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
も
議
論
。
神
奈

川
県
で
は
助
成
制
度
を
創
設
し

て
い
る
自
治
体
は
少
な
い
た
め
、

制
度
創
設
に
向
け
た
運
動
を
相

模
原
市
社
会
保
障
推
進
協
議
会

と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
。
２
０

２
５
年
４
月
に
は
高
齢
者
を
対

象
に
定
期
接
種
化
が
実
現
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

小
児
医
療
費
助
成
を
は
じ
め

補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が

前
進
し
た
こ
と
は
運
動
等
の
成

果
と
い
え
る
。
引
き
続
き
更
な

る
充
実
を
求
め
て
、
運
動
を
継

続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

５
． 

会
員
の
福
利
厚
生
に
役
立

つ
活
動

【
２
０
２
４
年
度
方
針
】

　

会
員
お
よ
び
家
族
・
従
業
員

が
参
加
で
き
る
行
事
を
計
画
・

立
案
し
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
。

【
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
】

　
「
小
机
城
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
３
月
30
日
に
開
催
し
、
支
部

会
員
や
そ
の
家
族
等
17
名
が
参

加
。
ガ
イ
ド
は
小
沼
副
支
部
長

が
務
め
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
ま
ず
は
小
机
城
と
関

係
の
深
い
雲
松
陰
や
白
山
稲
荷

神
社
、
金
剛
寺
を
訪
問
。
そ
の

後
、
出
城
に
あ
る
櫓
代
（
富
士

仙
元
）
を
経
由
し
て
本
丸
、
二

の
丸
と
移
動
し
昼
食
休
憩
。
昼

食
後
は
竹
林
が
生
い
茂
る
空
堀

を
進
み
な
が
ら
下
山
し
、
日
産

ス
タ
ジ
ア
ム
を
左
手
に
見
な
が

ら
新
横
浜
駅
前
公
園
（
解
散
場

所
）を
目
指
す
。
途
中
、鳥
山
川

で
は
満
開
の
桜
並
木
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
、
盛
況
の
う
ち
に

ハ
イ
キ
ン
グ
を
締
め
く
く
っ
た
。

終
了
後
に
は
、
北
京
ダ
ッ
ク
専

門
店
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
の
〝
心
地
よ
い
疲

れ
〞
を
癒
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

今
後
も
魅
力
あ
る
企
画
の
立

案
に
努
め
る
。

６
． 

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と

の
連
携

【
２
０
２
４
年
度
方
針
】

　

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
の

連
携
を
保
つ
。
三
師
会
賀
詞
交

歓
会
に
支
部
幹
事
が
出
席
す
る

と
と
も
に
、
支
部
総
会
に
も
出

席
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
を
行

う
。

【
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
】

　

１
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
相

模
原
市
三
師
会
賀
詞
交
歓
会
に

関
支
部
長
が
出
席
し
た
。
ま
た

５
月
14
日
の
支
部
総
会
に
お
い

て
、
相
模
原
市
医
師
会
の
細
田

会
長
に
来
賓
と
し
て
ご
挨
拶
い

た
だ
け
る
よ
う
、
要
請
を
行
っ

た
。
当
日
の
出
席
は
か
な
わ
な

か
っ
た
も
の
の
、
祝
電
を
い
た

だ
い
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

来
年
度
も
引
き
続
き
依
頼
・

連
携
に
努
め
て
い
く
。

７
． 

会
員
増
加
、
支
部
幹
事
等

の
発
掘

【
２
０
２
４
年
度
方
針
】

　

紹
介
・
訪
問
活
動
を
中
心
に

　

相
模
原
市
社
会
保
障
推
進
協

議
会
（
相
模
原
支
部
が
加
盟
）

は
６
月
１
日
、
市
内
で
第
25
回

総
会
を
開
催
し
、25
名
が
参
加
。

協
会
相
模
原
支
部
か
ら
は
事
務

で
は
、
社
会
保
障
財
源
を
消
費

税
な
ど
の
間
接
税
に
頼
ら
ず
に

事
業
主
が
し
っ
か
り
と
負
担
し

て
お
り
、
日
本
で
も
消
費
税
に

よ
ら
ず
事
業
主
保
険
料
の
引
き

上
げ
に
よ
る
財
源
確
保
が
求
め

ら
れ
る
と
し
た
。

　

ま
た
年
々
高
額
に
な
る
国
民

健
康
保
険
料
で
は
、
国
保
加
入

者
の
所
得
が
極
め
て
低
く
、
か

つ
年
齢
構
成
が
高
い
な
ど
の
構

造
的
な
問
題
が
背
景
に
あ
る
と

説
明
。
神
奈
川
県
で
は
保
険
料

統
一
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
子
ど
も
の
均
等

割
り
を
減
免
す
る
な
ど
市
町
村

独
自
の
取
り
組
み
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
こ
と
等
も
あ
り
、
県

に
よ
る
保
険
料
統
一
化
に
は
否

定
的
な
考
え
を
示
し
た
。

　

介
護
保
険
の
問
題
で
は
、
保

険
料
納
付
者
が
７
６
０
０
万
人

に
対
し
、
利
用
者
が
６
７
０
万

人
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
医
療
保

険
と
は
構
造
的
に
異
な
る
点
を

説
明
。
ま
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

「
軽
度
者
」
を
中
心
に
縮
小
す

る
一
方
、
保
険
料
は
年
々
増
加

す
る
問
題
等
も
指
摘
し
た
。
最

後
に
、
こ
れ
ら
政
府
の
社
会
保

障
制
度
改
革
は
世
代
間
の
対
立

を
あ
お
り
、
社
会
保
障
制
度
の

全
分
野
を
自
己
負
担
に
置
き
換

え
る
狙
い
が
あ
る
と
し
、
よ
り

強
固
な
社
会
保
障
運
動
が
求
め

ら
れ
る
と
説
い
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
総
会
の
議

案
は
①
２
０
２
３
年
度
活
動
の

ま
と
め
、
②
２
０
２
４
年
度
活

動
の
重
点
、
③
２
０
２
３
年
度

会
計
報
告
、
２
０
２
４
年
度
予

算
提
案
、
④
会
計
監
査
報
告
、

⑤
２
０
２
４
年
度
役
員
選
出
な

ど
。
活
動
の
ま
と
め
で
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
へ
の
強
硬
切
り
替

え
に
対
す
る
運
動
や
、
国
保
料

に
お
け
る
子
ど
も
の
均
等
割
の

減
額
を
求
め
る
運
動
、
加
齢
性

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
の
「
制
度
化
」
に
伴
う
対
象

２
回
の
支
部
研
究
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
支
部
会
員

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
と
も
に
、
支

部
と
し
て
の
研
究
会
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
議
論

を
重
ね
て
い
く
。

３
．
支
部
ニ
ュ
ー
ス

【
２
０
２
４
年
度
方
針
】

　

支
部
独
自
の
運
動
や
研
究
会

企
画
等
を
中
心
に
、
年
１
回
の

発
行
に
努
め
る
。

【
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
】

　

支
部
総
会
の
案
内
や
２
０
２

４
年
度
活
動
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）、
相
模

原
支
部
研
究
会
、
小
机
城
跡
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
を
掲
載
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

活
動
方
針
の
通
り
、
支
部
ニ

ュ
ー
ス
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
来
年
度
は
、
さ
ら
な
る

紙
面
の
充
実
等
に
努
め
る
。

４
．
医
療
運
動

【
２
０
２
４
年
度
方
針
】

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制

度
の
創
設
に
向
け
た
運
動
に
取

り
組
む
。
ま
た「
加
齢
性
難
聴
」

に
対
す
る
補
聴
器
購
入
費
補
助

制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求

め
、
相
模
原
市
社
会
保
障
推
進

協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
運

４
．
医
療
運
動

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
た

運
動
に
取
り
組
む
。
ま
た
「
加

齢
性
難
聴
」
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
費
補
助
制
度
の
拡
充
等
を

求
め
、
相
模
原
市
社
会
保
障
推

進
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら

運
動
を
進
め
て
い
く
。

５
． 

会
員
の
福
利
厚
生
に
役
立

つ
活
動

会
員
及
び
家
族
・
従
業
員
が
参

加
で
き
る
行
事
を
計
画
・
立
案

し
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
。

６
． 

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と

の
連
携

　

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
の

連
携
を
保
つ
。
三
師
会
賀
詞
交

歓
会
に
支
部
幹
事
が
出
席
す
る

と
と
も
に
、
支
部
総
会
に
も
出

席
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
す
る
。

７
． 

会
員
増
加
、
支
部
幹
事
等

の
発
掘
、
会
員
へ
の
情
報

提
供
等
の
強
化
・
推
進

　

紹
介
・
訪
問
活
動
を
中
心
に

会
員
増
加
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

支
部
幹
事
の
発
掘
に
努
め
る
。

評
議
員
の
充
足
に
つ
い
て
は
、

緑
区
・
医
科
を
中
心
に
発
掘
に

努
め
る
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
を

活
用
し
、
支
部
会
員
と
の
交
流

を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
有

益
な
情
報
等
を
提
供
に
努
め
る
。

会
員
増
加
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

支
部
幹
事
の
発
掘
に
努
め
る
。

評
議
員
の
充
足
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
特
に
中
央
区
・
医
科

を
中
心
に
発
掘
に
努
め
る
。

【
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
】

　

今
年
度
の
入
会
は
医
科
６

名
、
歯
科
１
名
、
退
会
は
医
科

５
名
、
歯
科
５
名
。
会
員
数
は

医
科
２
５
５
名
、
歯
科
１
７
６

名
で
合
計
４
３
１
名
と
な
っ
た

（
４
月
１
日
現
在
）。

　

評
議
員
に
つ
い
て
は
、
定
数

（
11
名
）
に
対
し
１
名
欠
員
の

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
月

に
新
た
に
林
玲
子
先
生
（
林
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
中
央

区
）
に
着
任
い
た
だ
い
た
。
１

月
に
は
評
議
員
の
矢
吹
正
彦
先

生
が
退
任
さ
れ
た
た
め
、
新
た

な
支
部
幹
事
候
補
の
検
討
を
行

っ
た
。

　

ま
た
会
員
拡
大
に
つ
い
て
は

幹
事
会
で
検
討
。
会
員
に
魅
力

の
あ
る
活
動
等
の
議
論
、
ま
た

会
員
名
簿
等
を
活
用
し
た
会
員

拡
大
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

【
成
果
と
教
訓
】　

　

引
き
続
き
会
員
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、
新
た
な
支
部
幹

事
や
評
議
員
の
登
用
の
た
め
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

局
１
名
が
参
加
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
記

念
講
演
で
は
、
神
奈
川
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
の

根
本
隆
氏
が
「
医
療
・
介
護
の

今
後
、
保
険
料
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
社
会
保
障
改

悪
の
起
点
は
、
２
０
１
２
年
の

民
主
党
政
権
に
よ
る
「
税
と
社

会
保
障
の
一
体
改
革
」
に
お
い

て
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
と

説
明
。
こ
の
法
律
で
は
社
会
保

障
を
自
助
・
共
助
・
公
助
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
「
家
族
相
互

及
び
国
民
相
互
の
助
け
合
い
の

仕
組
み
」
と
し
、
国
に
よ
る
社

会
保
障
制
度
の
責
任
・
理
念
を

否
定
し
て
い
る
と
し
た
。ま
た
、

消
費
税
法
「
改
正
」
に
よ
り
消

費
税
の
社
会
保
障
財
源
化
も
行

わ
れ
、
こ
れ
は
国
民
に
消
費
税

増
税
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め

の
レ
ト
リ
ッ
ク
だ
と
指
摘
し
た
。

　

福
祉
国
家
と
い
わ
れ
る
国
々

２
０
２
５
年
度
活
動
方
針（
案
）

講師の根本隆氏

熱心に聞き入る参加者


